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2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災の犠牲者は約 1 万 6,000 人にのぼり、行方不明




も数億円にのぼる甚大な被害を受け、11 か月間の休業を余儀なくされた 2。  
1966 年の創業以来ハワイアンズで連日フラのショーを披露してきたダンシングチーム、
通称「フラガール」は震災以降、地元の復興に貢献しようと「全国きずなキャラバン」を
展開し、全国 125 か所でフラの公演を行った 3。こうした活動が評価されハワイアンズのフ
ラガールは 2011 年 10 月、観光庁長官表彰を受けた。このさい当時の観光庁長官、溝畑宏
は「福島が元気になることが日本が元気になること。復興のシンボルとして元気をアピー
ルしてほしい」と祝意を述べた 4。ハワイアンズのフラガールは 2012 年 5 月に沖縄で開催
された国際会議「第 6 回日本・太平洋諸島フォーラム首脳会議」の親善大使を務め、名実
ともに日本の復興のシンボルとなった 5。  
1857 年の開杭以降地元経済を支えてきた常磐炭鉱の閉山にともない、スパリゾートハワ
イアンズの前身、「常磐ハワイアンセンター」は従業員とその家族の雇用を創出する目的の




                                                   
1「東日本大震災きょう 3 年」『河北新報』朝刊、2014 年 3 月 11 日。  
2「フラガールが全国巡業復活」『朝日新聞』夕刊、2011 年 4 月 4 日；「スパリゾートハワイアンズ全面
オープン」『河北新報』朝刊、2012 年 2 月 9 日。  
3 震災当日からハワイアンズの営業再開までのフラガールの活動については、以下を参照。清水一利『フ
ラガール 3.11―つながる絆』、講談社、2011 年。  
4「観光復興に貢献、フラガール 観光庁長官表彰を受賞」『河北新報』朝刊、2011 年 10 月 4 日。  
5「太平洋・島サミット 2012 年 5 月沖縄開催フラガールが親善大使に」『河北新報』朝刊、2011 年 10 月
21 日。  
6 常磐炭田史研究会「常磐炭田略年史」、 accessed September 10th, 2014, 
http://tankouisan.jp/data/year_history/index.html . 




















と称されるほどであった 13。バブル崩壊後、日本からハワイへ向かう観光客の数は 1997 年




                                                   
8「ハワイアンズ、過去最多の 160 万人」『朝日新聞』朝刊、福島県版、2008 年 1 月 13 日。  
9「クールビズのアロハ議会『大成功』いわき市議会開会」『朝日新聞』朝刊、福島県版、2006 年 6 月 9
日；「環太平洋の 140 人、真冬のフラダンス、フラ丼・フラ汁も」『朝日新聞』朝刊、福島県版、2009 年
1 月 27 日；「いわきの魅力知って、湯本温泉・フラオンパク開幕」『河北新報』朝刊、2008 年 12 月 7 日。   
10「フラダンスの祭典始まる伊香保町」『朝日新聞』朝刊、群馬県版、1999 年 8 月 6 日；「フラダンスや
ウクレレ披露、松山で『ハワイの日』イベント」『朝日新聞』朝刊、愛媛県版、2004 年 8 月 2 日；「今年
夏に『フラダンス月間』昨年の国際大会予選、契機」『朝日新聞』朝刊、宮崎県版、2007 年 2 月 23 日；
「フラダンスの祭典、嬉野温泉で開催へ」『朝日新聞』朝刊、佐賀県版、2012 年 8 月 15 日。  
11 矢口祐人『憧れのハワイ―日本人のハワイ観』中央公論新社、2011 年、92-99 頁。  
12 「バルク運賃」とは旅行会社が航空機の座席をあらかじめ割引価格で買い取り販売する料金体系を指
す。これがハワイ便に適用されたことで、それまで 20 万円を超えていたホノルル往復航空券の価格が 9
万円程度まで引き下げられた。矢口、『憧れのハワイ』、165 頁、175 頁。  
13「ハワイの不動産（リポート・海外投資摩擦）」『週刊アエラ』朝日新聞社、1988 年 7 月 5 日。  
14 矢口、『憧れのハワイ』162 頁、197 頁。  







イにおける日系人の数は 20 世紀に入ってからも増加の一途をたどり、ピークの 1920 年に
はハワイ総人口の 42.7 パーセントまでを占めた 16。「排日移民法」として知られる 1924 年
の移民法によって日本人の移民が事実上不可能になったことから、その後ハワイにおける
日系人人口の割合は低下したものの、2010 年のセンサスによればその数は 18 万 5,502 人




















                                                   
16 Robert C. Schmitt, Demographic Statistics of Hawaii: 1778-1865  (Honolulu: University of Hawaii Press, 
1968), 120. 
17 矢口祐人『ハワイの歴史と文化―悲劇と誇りのモザイクの中で』中央公論社、2002 年、27 頁 ; “Profile 
































                                                   
18 セキノレーシングスポーツ社、メリーモナーク・フェスティバル日本国内版 DVD オフィシャルサイ
ト、accessed March 16th, 2014, http://www.hulahawaii.co.jp/mmf_dvd/; 読売新聞社、フェスティバル・ナ・
ヒヴァヒヴァ・ハワイ、 accessed May 16th, 2014, http://nahiwa.com/2014/.  












































                                                   
20 なお、この運動の影響は政治的領域にも及んだ。1978 年、ハワイアンの生活改善を目的とした「ハ
ワイ先住民局」（ the Office of Hawaiian Affairs）が州政府に設置され、翌 79 年には、英語に加えハワイ
語を州の公用語に指定する州法が成立した。また、1980 年代後半から 1990 年代にかけて、ハワイ州の
幼稚園から大学までの教育機関においてハワイ語教育が盛んに行われるようになった。井上昭洋「アイ
デンティティの回復を目指して―ハワイアン・ルネサンス」『ハワイを知るための 60 章』山本真鳥、山
田亨編、明石書店、2013 年、184-88 頁。  































Maurice Hocart）やフレイザー（James George Frazer）らの研究を嚆矢として現在まで多く
の研究が蓄積されている 22。このなかで筆者が注目するのは、王権を「つねにある種の中
                                                   
22 A. M. Hocart, Kingship (1927; repr., Oxford University Press, 1969)  【A.M.ホカート『王権』橋本和也訳、

























を記録した 24。しかしこれ以降 100 年以上にわたり、ハワイアンによる歴史研究はほとん
ど行われなかった 25。そのかわりに、1893 年にハワイ王国が転覆し、共和国期を経て 1898
                                                                                                                                                                    







松原正毅「はじめに―王権研究の地平」『王権の位相』松原正毅編、弘文堂、1991 年、ⅸ -ⅹ頁。  
23 松原、ⅶ頁。  
24 Samuel Manaikalani Kamakau, Ruling Chiefs  of Hawaii, rev. ed. (Honolulu: Kamehameha Schools Press, 



















テーマの細分化も顕著になった。1990 年代から 2000 年代にかけて、白人によるハワイ支
配の構築過程を司法制度や土地政策、経済、人口動態、新聞などの諸側面から考察する研
究が行われるようになった 29。  
さらに、21 世紀に入ると、ハワイアンの主権回復を念頭に置いた研究とは別の角度から
の研究が登場するようになった。たとえば、ハワイアンの研究者、ジョナサン・ケイ・カ





26 たとえば以下の書物が挙げられる。Lee Meriwether, The Tramp at Home (New York: Harper and Brothers, 
1889); Henry E. Chambers, Constitutional History of Hawaii  (Baltimore: The John Hopkins Press, 1896); 
Caspar Whitney, Hawaiian America  (N.Y. and London: Harper and Brothers Publishers, 1899).  
27 Haunani-Kay Trask, From a Native Daughter: Colonialism and Sovereignty in Hawai‘i  (Honolulu: University 
of Hawai‘i Press, 1999), 114, 127.  
28 Noenoe K. Silva, Aloha Betrayed: Native Hawaiian Resistance to American Colonialism  (Durham: Duke 
University Press, 2004), 1-2. 
29 司法制度、土地政策、経済、人口の減少、新聞に着目したハワイ史研究としては次の研究を参照。Sally 
Engle Merry, Colonizing Hawaii: The Cultural Power of Law  (Princeton: Princeton University Press, 2000); Jon 
M. Van Dyke, Who Owns Crown Lands of Hawai‘i? (Honolulu: University of Hawai‘i Press, 2008); Noel J. Kent, 
Hawaii: Islands Under the Influence (Honolulu: University of Hawaii Press, 1993); A. W. Crosby, “Hawaiian 
Depopulation as a Model for the Amerindian Experience” Epidemics and Ideas: Essays on the Historical 
Perception of Pestilence , Terence Ranger and Paul Slack, eds. (New York: Cambridge University Press, 1992); 
Helen Geracimos Chapin, Shaping History: The Role of Newspapers in Hawai‘i (Honolulu: University of 
























研究が行われるようになっている 32。  
                                                   
30 Jonathan Kay Kamakawiwo‘ole Osorio, Dismembering Lāhui: A History of the Hawaiian Nation to 1887  
(Honolulu: University of Hawai‘i Press, 2002).  
31 Stacy L. Kamehiro, The Arts of Kingship: Hawaiian Art and National Culture of the Kalākaua Era  



















ヌイ（kuhina nui、  首相に近い役職であるが、国王とほぼ同等の権限を有する）であった
カアフマヌ（Kaʻahumanu ）がフラ禁止令を公布したことはよく知られているが、実はこれ
を裏づける根拠は同時代のハワイアン歴史家カマカウの叙述のみにしかみいだせない 33。  
こうしたなかではじめてフラの研究書を著したのはナサニエル・B・エマソン（Nathaniel 
B. Emerson）であった。宣教師の息子だったエマソンは 19 世紀後半にハワイアンにたいす
る聞き取り調査を行い、当時のハワイに残る様々なフラの歌詞や楽器を記録した。その成




年では批判的に捉えられる傾向にある 36。  

















33 Kamakau, 298-99. 
34 Nathaniel B. Emerson, Unwritten Literature of Hawai‘i: The Sacred Songs of the Hula  (1909; repr., 
Honolulu: Mutual Publishing, 2007).  
35 Emerson, 263.  
36 矢口祐人「ナサニエル・エマソンのフラ―エスノグラフィック・アーカイヴズをめぐって―」『変貌
するアメリカ太平洋世界・太平洋世界の文化とアメリカ―多文化主義・土着・ジェンダー―』瀧田佳子
編、彩流社、2005 年、103-17 頁。  
37 Drothy B. Barrère, Mary Kawena Pukui, and Kelly Marion, Hula: Historical Perspectives (Honolulu: Bishop 

























さを指摘するにとどまっている 42。  
シルバはまたクックの来航からアメリカによる併合までのハワイ史をハワイアンによる
抵抗の歴史として捉えた著書 Aloha Betrayed のなかで、カラカウアによるフラの復興につ
いて考察を行い、カラカウアのフラ復興の意図を白人支配への抵抗にもとめた 43。しかし、
                                                   
38 Aeko Sereno, “Images of the Hula Dancer and ‘Hula Girl ’: 1778-1960” (Ph.D. diss., University of Hawaii, 
1990). 
39 Sereno, 246-53. 
40 Noenoe K. Silva, “He Kānāwai E Ho‘opau I Na Hula Kuolo Hawai‘i: The Political Economy of Banning the 
Hula,” The Hawaiian Journal of History 34 (2000): 29-48. 
41 Silva, “He Kānāwai”, 46. 
42 Silva, “He Kānāwai”, 45. 































                                                   
44 Adria L. Imada, Aloha America: Hula Circuits through the U.S. Empire  (Durham and London: Duke 
University Press, 2012).  
45 Imada, 11. 




























期は 1840 年代から 1860 年代までの王国の近代国家形成期である。この時期には、西洋的
法概念にもとづいた憲法や法律が相次いで制定され、そのもとで土地制度改革や雇用制度
改革などの近代化政策が急速にすすめられた。第三期はアメリカによる支配体制が構築さ





























































第一章  周縁化するフラ―伝統的王権の否定とフラの衰退―  
 
はじめに   
18 世紀後半から 1830 年代にかけてのハワイは劇的な文化変容を経験した。この間ハワ





















































                                                   
1
 19 世紀のハワイアンの歴史家としては、カマカウ、イィ、マロ、ケペリノなどが挙げられる。それぞ
れの著作は以下のとおり。  Samuel M. Kamakau, Ruling Chiefs of Hawaii, rev. ed. (Honolulu: Kamehameha 
Schools Press, 1992); John Papa I‘i, Fragments of Hawaiian History  , trans. Mary Kawena Pukui and ed.  Drothy 
B. Barrère, rev. ed. (Honolulu: Bishop Museum Press, 1995) ; David Malo, Hawaiian Antiquities , trans.  
Nathaniel B. Emerson (1898; repr., Honolulu: Bishop Museum Press, 1951).  
2 このほかに奴隷階級（カウヴァー、kauwa）が存在した。先述のマロによれば、カウヴァーは額に奴
隷であることを示すタトゥーが施され、戦争のさいの生贄とされていた。しかし、カウヴァーがハワイ
社会においていかなる地位を占めていたかは明らかになっていない。Malo, 68-72; Valerio Valeri, 


























し、それらの税は最終的には大首長のもとへと集められた 9。  
古代ハワイではこのように「神の土地」を基盤とした首長制社会が形成されていた。し
                                                   
3 後藤明『カメハメハ大王―ハワイの神話と歴史』勉誠出版、2008 年、12-13 頁。  
4 後藤『カメハメハ大王』、31-32 頁。  
5 山中速人「空間モデルとしてのアフプアアの再現―3 次元グラフィクスによるハワイ先住民の伝統的





としてのアフプアアの再現」、102 頁 ; Lilikalā Kame‘eleihiwa, Native Land and Foreign Desires: Pehea Lā E 
Pono Ai? (Honolulu: Bishop Museum Press, 2003), 29.  
7 Kame‘eleihiwa, 28.  
8 John M. Van Dyke,  Who Owns the Crown Lands of Hawai‘i?  (Honolulu: University of Hawai‘i Press, 2008), 
11-12. 





























                                                   
10 Kamakau, 229-31. 
11 Malo, 52-62. 
12 ハワイには 400 万にもおよぶ神が存在するとも言われる。Ralph S. Kuykendall, The Hawaiian Kingdom ,  
vol.1 (Honolulu: University of Hawaii Press, 1993), 7.  
13 Valeri, 15.  
14 後藤明『カメハメハ大王』、8-10 頁。  
15 たとえば、観光客が火山の石を持ち帰ることはペレの怒りにふれるとしてタブーとされている。Sally 







トである。これは第７代国王カラカウア（David Kalakaua, 在位 1874-1891）が 1889 年にハ
ワイ語で編集し、1897 年に第 8 代国王リリウオカラニ（Liliuokalani, 在位 1891-1893）に







あらゆる面と絡み合っている 17」世界観を示していた。全体のなかで 44 回も繰り返される
「世代の反復」（Refrain of Generation）と呼ばれる次の連は、ハワイアンの世界観をもっと
もよく表現したものとされている。  
     
生まれたものは 海中の生物（と名付けられた種）  
生まれたものは 高地の生物（と組んでいた種）  
男性が勝ち誇った歓喜をもって滑り込んだ  







                                                   
16 Martha Warren Beckwith, The Kumlipo: A Hawaiian Creation Chant  (Honolulu: University of Hawaii Press, 
1972), 7. 
17 Haunani-Kay Trask, From a Native Daughter: Colonialism and Sovereignty in Hawai‘i (Honolulu: University 
of Hawai‘i Press, 1999), 140.  
18 マイケル・キオニ・ダドリー『古代ハワイ人の世界観―人と神々と自然の共生する世界―』中島和子、





























                                                   
19 後藤『カメハメハ大王』、15 頁。アクアは神（god）と訳されることが多い。しかし、ハワイの神話
研究者マイケル・キオニ・ダドリー（Michael Kioni Dudley）によれば、アクアは神よりも抽象的な「霊
的な物体」のような概念である。ダドリー、49-52 頁。  
20 たとえば月経中の女性は男性と隔離されることなど生活のあらゆる面において、カプは男女間の行動
にかんして規制を設けていた。Kamakau, 3. 
21 Kamakau, 191, 222. なお、首長の周囲には、カフナ（kahuna）と呼ばれる聖職者の専門家集団が存在
していた。霊的な能力を有するとされるカフナは首長に助言を与え、宗教的儀式を司り、カプが遵守さ




























                                                   
22 Nathaniel B. Emerson, Unwrittten Literature of Hawai ‘i: The Sacred Songs of the Hula (1909; repr., 
Honolulu: Mutual Publishing, 2007), 13. エマソンは、フラを「厳粛な信仰の伝統によって守られた、よく
練られ完成された文化」と表現している。  
23 フラは「歌付きのジェスチャーによる物語」というべきもので、一種のミュージカルのような性格の
表現形態ともいえる。内崎以佐美『ハワイ音楽』大阪大学出版会、 2007 年、77 頁。  
24 Emerson, 263. 
25 本論において古代フラ、あるいは伝統的フラとは西洋人との接触以前期のフラを指す。  
26 Malo, 231. 
27 プリューズはハワイのチャントを何世紀にも渡って語り継がれてきた古代ギリシャの叙事詩に比し
































                                                   
28 Kamakau, 240-41. 
29 Emerson, 69. 
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32 ミハイル・バフチン『フランソワ・ラブレーの作品と中世・ルネッサンスの民衆文化』川端香男訳、
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た。Emerson, 103, 107, 113, 120. 
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39 Sereno, 36. 
40 Mary K. Pukui and Alfons L. Korn, The Echo of Our Song: Chants and Poems of Hawaiians (Honolulu: 
University of Hawaii Press, 1973), 42-69. 
41 後藤明『ハワイ・南太平洋の神話』、194 頁。  
































                                                                                                                                                                    
1822) in Caroline Katherine Klarr, Hawaiian Hula and Body Ornamentation 1778 to 1858  (California: Easter 
Island Foundation & Bearsville Press, 1999), 16.  
43 Glynn Barrat, Russian View of Honolulu, 1809-1826  (Ontario: Carleton University Press, 1988), 202 -03. 
44 Barrat, 203. 
45 Malo, 231. 
46 Klarr, 18. 















































ある。Kamakau, 380; Kame‘eleihiwa, 33; Valeri, 114; Emerson, 28; Mary Kawena Pukui, “The  Hula, Hawaii’s 
own Dance” in Hula: Historical Perspectives , ed. Dorothy B. Barrère (Honolulu: Bishop Museum Press, 1980), 
73. 






























                                                   
50 サーリンズによれば、リリウオカラニ生誕のさいには「上下に跳ねる快活な生殖器」が歌われ、カラ
カウアの生誕のさいには、以下の歌が披露された。  
       
あなたの溌剌たるマイ  
      隠しているその大きなマイを  
たくさんの鳥達にみせてください  















リス海軍大臣だったサンドウィッチ伯爵（John Montagu, 4th Earl of Sandwich）の名をとり、












52 Noel J. Kent, Hawaii: Islands under the Influence  (Honolulu: University of Hawaii Press, 1983), 12.  
53 Kuykendall, vol.1, 13. この「サンドウィッチ諸島」（Sandwich Islands）という呼称は 18 世紀後半から









を用いることを屈辱的とみなしたことである。Russell Clement, “From Cook to the 1840 Constitution: the 
Name Change from Sandwich to Hawaiian Islands ,” Hawaiian Journal of History , 14 (1980), 50-57; Mary K. 



























                                                   
54 当時、ハワイアンはカヌーを使用していたが、帆船の存在をまだ知らなかった。  
55 Kamakau, 90-95. 
56 後藤『カメハメハ大王』、46 頁 ; Kamakau, 96. 
57 クックは、航海当初から、新たに発見した島の先住民の間に性感染症を蔓延させないよう船員に注意
喚起していたが、その実効性は乏しかった。Kuykendall, vol.1, 15. 
58 Kamakau, 96-104. 
59 John Beaglehole, ed., The Voyage of The Resolution and Discovery 1776-1780 (Cambridge; Cambridge 
University Press for the Hakluyt Society, 1967), 498, 1083, 1154.  
60 Jennifer Fish Kashay, “From ‘Kapus’ to Christianity: The Disestablishment of the Hawaiian Religion and 
Chiefly Appropriation of Calvinist Christianity”, Western Historical Quarterly  39, no.1 (2008): 21.  













係はついには戦闘状態へと発展した。1779 年 2 月 14 日、前夜にディスカバリー号から盗
まれたカッターボートを取り戻すため、人質としてハワイ島の大首長カラニオプウを誘拐





亡する現象が生じた。クックが到来した 1778 年に約 30 万人いたと推定されるハワイアン
人口 65は、その 45 年後の 1823 年には約 13 万 5 千人にまで激減している。さらに 1860 年
頃には、はしかやインフルエンザの流行によって再び人口が激減している 66。西洋との接
                                                   
62 Sahlins, 7-8, 104-35. 
63 後藤、『カメハメハ大王』58 頁。  





お不明である。Kamakau, 101-04; Sahlins, 105-06; 石橋悠人「探検・科学―『未知なる世界』を目指し
て」『海のイギリス史―闘争と共生の世界史』、金澤周作編、昭和堂、2013 年、35 頁。  
65 1778 年にハワイを訪れたクック配下の船員や、この頃にハワイを訪れたほかの欧米人が残したハワ
イアン人口の記録には大きな開きがある。たとえば、クックとともにハワイを訪れた海軍将校キング
（ James King）は約 40 万人と推定したのにたいし、1787 年にハワイを訪れたジョージ・ディクソン
（George Dixon）は、キングの数字は実態よりもかなり多いと指摘したうえで、20 万人程度であっただ
ろうと述べている。デービッド・マロは 36 万人程度、チーバー・エルキンは 30 万人と推測している。
また、10 万人、15 万人と推定する研究者もいる。こんにちのハワイ史研究においては 30 万人程度とす
るのが主流であるため、本研究でも 1778 年の人口を 30 万人程度とみなすこととする。なお、以上のハ
ワイアン人口の推計については、Robert C. Schmitt, Demographic Statistics of Hawaii: 1778-1865 (Honolulu: 
University of Hawaii Press, 1968), 18-22. 
66 Noenoe K. Silva,  Aloha Betrayed: Native Hawaiian Resistance to American Colonialism (Durham: Duke 












になった。たとえば 1789 年、スペイン海軍少尉のエステバン・ホセ・マルティネス (Estevan 
Jose Martinez)は、スペイン政府にたいしてハワイの魅力と利便性を強調し、ハワイを征服
する必要性を強調した 69。また、イギリスの貿易商ジョン・メアレス（John Meales）は 1787
年とその翌年にハワイを訪れ、ハワイを「商業的目的にかなった非常に重要な拠点 70」と
強調した。さらに、キャプテン・クック配下の次席航海士で、後に艦長となったジョージ・
ヴァンクーヴァー（George Vancouver）も 5 回にわたってハワイを訪れ、カメハメハ一世を
はじめとする王族との親交をはかりハワイへの援助の姿勢を示す一方で、ハワイを自国の
領土に組み込む価値をイギリス政府に主張した 71。  
 このように西洋諸国がハワイへの領土的関心を注いだ 18 世紀末、ハワイの島々は戦乱の
さなかにあった。首長たちは自らの支配権を拡大するうえで、西洋の武器や船舶を積極的
                                                                                                                                                                    
A. W. Crosby, “Hawaiian Depopulation as a Model for the Amerindian Experience,” in Epidemics and Ideas: 
Essays on the Historical Perception of Pestilence , Terence Ranger and Paul Slack, ed. (New York: Cambridge 






免疫を有しておらず、このことが致命的結果をもたらしたのであった。Jared Diamond, Guns, Germs, and 









69 Kuykendall, vol.1, 21. 
70 Kuykendall, vol.1, 21. 























ック・デービス（ Isaac Davis）とアメリカ人のジョン・ヤング（ John Young）である。二人
はともに外国船の乗組員だったが、ハワイアンとの間で生じたトラブルの末にハワイに残
留することになった人物だった 76。カメハメハはこの二人を軍事顧問とし、カメハメハ軍
                                                   
72 カメハメハが生まれた年や出生地は明らかになっていないが、現在のところ 1748 年から 1761 年頃に
ハワイ島で生まれたとする説が有力である。Kuykendall, vol.1, 429-30. 








していた。Kuykendall, vol.1, 35. 
76 1790 年、アメリカ人貿易商サイモン・メトカルフ（Simon Metcalf）が指揮するエレアノラ号 (The 






















 先述のとおり、カメハメハが全島を支配下に置いたのは 1810 年だったが、カマカウによ
れば、これより前の 1797 年からカメハメハは事実上の王として国家運営に着手していた 78。
それというのも、その頃すでにカウアイ島以外のハワイの島々はカメハメハの統治下に置
かれていたからである 79。これらの島々の統治にあたってカメハメハは、これまでハワイ




ぜハワイにとどまることになったのかは明らかになっていない。Kuykendall, vol.1, 24-25. 








懸念していたからであった。Kamakau, 187-99; Kuykendall, vol.1, 50. 
78 Kamakau, 175. 





























                                                                                                                                                                    
一が実現されたと認識していたかどうかは不明である。  
80 Kuykendall, vol.1, 51. 
81 Kamakau, 176. 
82 Kamakau, 175-76. 


































                                                   
86 Malo, 257. 
87 Kuykendall, vol.1, 52. なお、この頃はまだ司法を担当する役職は存在していない。  
88 Kamakau, 177. 
89 Kamakau, 175. 
90 ただしこの評議会は定期的に開催されるわけではなく、カメハメハ一世時代の後半には、この評議会





ップス（Jonathan Winships）とデービス（William Heath Davis）という二人のアメリカ人貿
易商がカメハメハ一世との間で白檀貿易の独占契約を取り交わし、アメリカが向こう 10






1 ポンドあたり 1 セントで買い取った白檀が、中国では 34 セントで売却されていたことか
らもわかるように、ハワイ王国は欧米にとって都合の良いかたちで貿易体制に組み込まれ




の時代までの約 30 年間で王朝が欧米にたいし抱えた負債の総額は、利子込みで 15 万ドル







よるハワイ支配を意図していたからであった。現に 1794 年 2 月 25 日、ヴァンクーヴァー
とカメハメハ一世は、ハワイをイギリスに「譲渡」する内容の契約を取り交わしている 95。
そのさいヴァンクーヴァーは一世にたいし、「側近以外の外国人がハワイに居住するのを許
                                                   
91 Kuykendall, vol.1, 86. 
92 Kent, 18. 
93 Kamaku, 276, 284-85.   
94 Kuykendall, vol.1, 39-42. 




























第三節 王国のキリスト教化  
（１）伝統的秩序の解体  
 1819 年 5 月 8 日、カメハメハ一世が死去すると、一世の息子リホリホ（Liholiho）がカ
                                                   
96 Kuykendall, vol.1, 43. 






























19 世紀前半に活躍したハワイアン歴史研究者ジョン・パパ・イイ（ John Papa ‘I‘i）の記述
                                                   
98 カメハメハ一世は何らかの病に冒されていたとみられるが、死因は明らかになっていない。  
99 Kuykendall, vol.1, 61. 
100 Kuykendall, vol.1, 64. この時期のハワイ王国において首相に相当する役職は、カラニモク
（kalanimoku）で、これはカメハメハ二世の時代とカメハメハ三世統治期前期に存在した役職である。  
101 内田綾子「19 世紀前半のハワイにおけるキリスト教受容」『言語文化論集』名古屋大学国際言語文化
研究科、19-1 (1997)、187 頁。  





































高位の支配者階級であった 104。ところが、ケオプオラニはこの 16 年前にはこのように食
事タブー違反者を死刑に処していたのである。  
この食事タブーがこれほどの厳格性を有していたのはなぜだろうか。食事タブーをハワ








                                                   






105 Kame‘eleihiwa, 34.  
































                                                   
107 Kashay, 25. 





























                                                   
109 Kamakau, 219-28. 
110 Kuykendall, vol.1, 69. 
111 アメリカンボードは設立当初、超宗派の組織であったが、中心となったのはマサチューセッツの会
衆派である。そのため、1869 年以降は会衆派独自の組織となった。なお、アメリカンボードは 1960 年
に解散し、1961 年からは合同教会海外宣教委員会（United Church Board for World Ministiries）がその活
動を継承している。William R. Hutchinson, Errand to the World: American Protestant Thought and Foreign 
Missions (Chicago and London: The University of Chicago Press, 1993), 45；中山和芳「福音伝道と文明化」



















ワイに宣教師団を送りつづけ、1863 年まで 10 回以上に渡ってのべ 100 人以上のメンバー




                                                   
112 メアリー・ベス・ノートン他『アメリカの歴史②合衆国の発展』本田創造監修、白井洋子ほか訳、
三省堂、1996 年、291-96 頁。  
113 塩野和夫『19 世紀アメリカンボードの宣教思想Ⅰ』新教出版社、2005 年、21 頁。  
114 Hutchinson, 45. 










一編、日本国際問題研究所、1999 年、104-05 頁 ;Regina Pfeiffer, “Christianity Builds a Nest in Hawai‘i,” in 
The Role of the American Board in the World: Bicentennial Reflections on the Organization’s Missionary Work, 
1810-2010, ed. Clifford Putney and Paul T. Burlin (Eugene, OR: Wipf and Stock, 2012), 273 -74. 






1819 年 10 月 23 日にボストンをタデアス号（The Thaddeus）で出港したアメリカンボー
ドの第一団は、南アメリカのホーン岬を経由し、159 日におよぶ航海の末、1820 年 3 月 30
日にハワイ島西部のカイルアに上陸した。この宣教師団は、7 組の夫妻と 5 人の子供、そ























                                                   






ボードが捉えていたからである。小檜山、208 頁。  
119 Kuykendall, vol.1, 102. 
120 Kamakau, 246. 
121 Pfeiffer, 275. 
122 Press of the Mission Seminary, Instructions of the Prudential Committee of the American Board of 






























機能していくことになるのである 124。  
ハワイに到来した宣教師団はまず、英語を理解することができるハワイアンや、ハワイ
に滞在していたロンドン伝道協会  (London Missionary Society)の牧師ウィリアム・エリス
（William Ellis）の力を借りながらハワイ語を学び、ハワイ語を書き言葉に置き換える作業
にとりかかった 125。そして 1822 年には、はじめてアルファベットで表記したハワイ語の
                                                   












ったわけではなかったのである。中山、221 頁。  
125 Clifford Putney, Introduction to  The Role of the American Board in the World: Bicentennial Reflections on 
the Organization’s Missionary Work , 1810-2010, ed. Clifford Putney and Paul T. Burlin (Eugene, OR: Wipf and 











ンの数は飛躍的に増加した。1824 年時点では、学校で学ぶハワイアンの生徒数は 2,000 人
ほどあったが、そのわずか 4 年後の 1828 年には 37,000 人へと急増したのである。1831 年
時点でハワイ王国内の公立学校の数は 1,100 校に上り、それらの学校は、ハワイアンの全
人口の約 40 パーセントにあたる 52,000 人の生徒を擁していた 127。1839 年には、王族の子

















                                                                                                                                                                    
で重要な任務であった。  
126 Kuykendall, vol.1, 105. 
127 Putney, 106. 
128 Norris W. Potter, Lawrence M. Kasdon, and Ann Rayson, History of the Hawaiian Kingdom (Honolulu: Bess 
Press, 2003), 72-73. 


















その結果、1822 年 2 月までにカメハメハ二世をはじめとした多くの支配者階級は文通がで












                                                   
130 Kashay, 31-32. 
131 Kuykendall, vol.1, 104.  
132 Kame‘eleihiwa, 142.  
133 Kasay, 33. 






























1830 年代以降のことで、とりわけ 1836 年から 1843 年にかけてハワイで生じた大規模なキ
                                                   
135 Jane L. Silverman, Ka‘ahumanu: Molder of Change (Honolulu: Friends of the Judiciary History Center of 
Hawai‘i, 1995), 78; Gavan Daws,  Shoal of Time: A History of the Hawaiian Islands  (Honolulu: University of 
Hawaii Press, 1974), 67.  
136 Kashay, 33. 












た 139。その結果 1840 年までに、ハワイのプロテスタント信者は 2 万人を超えるまでに増
加した。これは人口約 10 万人のハワイアンのうち約 5 分の 1 がプロテスタント信者となっ
















                                                   
138 内田「19 世紀前半のハワイにおけるキリスト教受容」、196 頁。  
139 内田「19 世紀前半のハワイにおけるキリスト教受容」、196 頁。  










































                                                   





















ハワイにやって来た、外科医のデービッド・サムウェル (David Samuel)は 1779 年 1 月に目
撃したフラの芸術性を次のように評価している。  


























                                                   
142 Beaglehole, 284-85.  





















ンジーズ（Archibald Menzies）も、フラの踊り手にみる高度な技術と迫力を以下のように  
記録している。  

























                                                   
144 George Vancouver, A Voyage of Discovery to the North Pacific Ocean, and Round the World 1790 -1795 , 
vol.5 (London: John Stockdale, 1801), 128-29. 






















































であるといえよう 149。  
                                                   
146 Otto von Kotzebue, A Voyage of Discovery into the South Sea and Beering's Straits, for the Purpose of 
Exploring a North-East Passage: Undertaken in the Years 1815-1818, at the Expense of His Highness the 
Chancellor of the Empire, Count Romanzoff, in the Ship Rurick, under the Command of the Lieutenant in the 
Russian Imperial Navy, Otto von Kotzebue vol.3（London: Longman, Hurst, Rees,  Orme, and Brown, 
Faternoster- Bow, 1821） , 336-37. 
147 Adelbert von Chamisso, “Chamisso in Hawaii”, translated by Victor S. K. Houston, Forty- Eighth Annual 
Report of the Hawaiian Historical Society for the Year 1939  (Honolulu: Hawaiian Historical Society, 1939), 69.  
148 市瀬陽子「バレエの起源」『バレエとダンスの歴史―欧米劇場舞踊史』鈴木晶編、平凡社、2012 年、










は 1780 年にフラを踊る男性を描いている（図 2）。この有名な版画はひとりの男性がウリ
ウリ（ひょうたんのなかに小石を入れ、鳥の毛をあしらった楽器をマラカスのように振り
ながら音を出す楽器）を手に踊る姿を題材としている 150。  
 












ン科、39（2011）、87 頁。  
150 Klarr, 11. 
151 “A Man of the Sandwich Isles, Dancing,” Engraving by John Webber, 1784 in Klarr, 11. 










































ウレ [生殖器 ]よ、楽しきウレよ  
徒らに立ち尽くさず、穏やかに召しませ  
それそのとおり、ここに居ればすべてよし、  
                                                   
153 Sereno, 51, 58.  




























































                                                   
155 Beaglehole, 1234. Sahlins, 16. なお、このチャントの日本語訳は以下を参照。マーシャル・サーリン
ズ『歴史の島々』山本真鳥訳、法政大学出版局、1993 年、34-35 頁。  
156 Vancouver, 74. 
157 Vancouver, 71-74. 































                                                   






















ム・ビンガム (Hiram Bingham)はハワイに到着した時の様子を次のように記録している。  























                                                   
161 Hiram Bingham,  A Residence of Twenty-one Years in the Sandwich Islands  (1848; repr., Vermont and Tokyo: 





























                                                   
162 内田綾子「アメリカ人宣教師と異教徒へのまなざし―19 世紀前半のハワイ伝道―」『言語文化論集』
名古屋大学大学院国際言語文化研究科、18-2 (1997）、167 頁。  
163 たとえばアエコ・セレーノは宣教師がフラに貼り付けた劣性とは、その怠惰性・異端性・猥褻性に






































                                                   
















































































6 人の女性が黄色のタパ [布 ]で美しく着飾り、花の冠を頭につけ、クチナシの芳し
                                                   
165 C. S. Stewart, Journal of a Residence in the Sandwich Islands, during the Years 1823, 1824, and 1825  (1828; 
repr., Honolulu: University of Hawaii, 1970), 120. 



























































                                                   





みようとしているところである）目立つ行為である 168。（傍点は筆者による）  
 
図  3169 
 















 しかしながら、この絵が描かれたわずか数年後の 1825 年に、先にふれた宣教師のスチュ
                                                   
168 Ellis, 89. 
169 “A Hula, or Native Dance, performed in presence of the Governor of Kairua ” (from Rev. William Ellis) in 





























                                                   
170 Stewart, 394-95.  


































                                                   





























五、アワ [酒の原料 ]の栽培と飲酒を禁じる。首長も庶民もアワを飲んではならない。  
六、ティー [ハワイの植物 ]を蒸留したり、いも、りんごなどの食物を発酵させて酒類
を製造することを禁ずる。  
















                                                   




ある程度普及していた。Sahlins, 23.  


























15 日間、アラスカのコディアック沿岸からは 30 日間という当時としては比較的短期の渡
航期間でたどり着けるハワイは、捕鯨船の格好の補給と保養の地として注目され、捕鯨貿
易がピークを迎えた 1840 年代には、毎年約 600 隻の捕鯨船がハワイに停泊した。また、こ
れにともないハワイを訪れる外国人の数も増加し、1834 年には 5,300 人だったハワイへの
渡航者は 1846 年には 19,700 人へと膨れ上がった 180。  
                                                   
178 この時期のカトリック迫害については以下の研究を参照。Emmett Cahill, The Dark Decade 1829-1839: 
Anti Catholic Persecutions in Hawai‘i (Honolulu: Mutual Publishing, 2004).  
179 Kamakau, 324-33. 














カアフマヌを中心とするハワイアン支配者階級と宣教師が 1825 年から 1829 年にかけて
協議を行った結果、十戒をベースとした法が制定された 181。それが、1829 年 10 月 7 日に
公布された、「殺人、強盗、不倫、姦通、酒類の製造と販売、安息日の娯楽や賭博を禁止す
る」法であった 182。前述したフラの禁止を含むカアフマヌの指示もこの時期に発せられた













                                                   
181 Kuykendall, vol.1, 123-26. 


































                                                   
184 Kame‘elehiwa, 147.  
185 Bingham, 125. 
186 Kashay, 27. 








を率いて 1823 年 11 月に渡英した。二世は統治のあり方やハワイに住む外国人とどのよう
に共生すべきかについて、ジョージ四世に相談したうえで、イギリスの支援を要請するつ
もりだった。ところが二世がイギリスに到着するとまもなく、妻のカママルとともにはし





















                                                   
188 Kuykendall, vol.1, 76-79.  
189 Kuykendall, vol.1, 79. 



























フラへの執着を抱きつづけたと考えられる 194。  
                                                   
191 Kamakau, 335-37; Elizabeth Buck, Paradise Remade  (Philadelphia: Temple University Press, 1993), 108; 
内田「19 世紀前半のハワイにおけるキリスト教受容」、192-93 頁。1833 年から 34 年にかけてみられた
このキリスト教道徳への反発をハワイアン自らが行った初の抵抗運動とする見方もある。  
192 Buck, 108. 









































『タヒチ―謎の楽園の歴史と文化』彩流社、2005 年、97-107 頁 ; Niel Gunson, Messengers of Grace: 









































































































                                                   
1 Noenoe K. Silva, “He Kānāwai E Ho‘opau I Na Hula Kuolo Hawai‘i: The Political Economy of Banning the 
















































社、2009 年、110-29 頁。  
3 David Malo to Kaahumanu and Mataio, August 18, 1837, Archives of Hawaii, Foreign Office and Executive 















 1840 年代から 1850 年代にかけて太平洋上では、ヨーロッパによる植民地獲得が破竹の
勢いで展開された。フランスは 1842 年にマルケサス諸島を領有し、翌 43 年にはタヒチの








                                                   
4 1840 年 2 月 6 日、イギリスとマオリ族の首長たちとの間で締結されたワイタンギ条約の概略は以下の
とおりである。  
 
第一条 マオリ族はその主権をイギリス王室に譲渡する。  
第二条 マオリ族の土地、森林、水産資源などにたいする権利はイギリス王室がこれを保障する。また、マオリ族
が土地を売却する場合は、イギリス王室にその先買権がある。  






125-26 頁；アンドリュー・ポーター「帝国と世界」『オックスフォード  ブリテン諸島の歴史 第 9 巻 
19 世紀 1815 年〜1901 年』コリン・マシュー編、君塚直隆監訳、慶應義塾大学出版会、2009 年、189、
204 頁。  
5 山中速人『ヨーロッパからみた太平洋』山川出版社、2004 年、38-40 頁。  
6 欧米宣教師による太平洋上の宣教活動とその影響について分析したものとして、以下の研究が挙げら
れる。Niel Guson, Messengers of Grace: Evangelical Missionaries in the South Seas 1797 -1860 (Oxford 





















1839 年 7 月 9 日、フランスの海軍大佐のシリル・ピエール・テオドール・ラプラス（Cyrille 
Pierre Théodore Laplace）はフリゲート艦アルテミス（ the Artemise）でホノルルに到来し、
宗教的寛容をはじめとする五項目の要求を最後通牒としてカメハメハ三世に突きつけた。
ラプラスはこの要求にハワイ側が応じない場合直ちにホノルルを攻撃すると威嚇した。こ
                                                   





と外国人間のトラブルの増加の一因だった。Kuykendall, vol.1, 137-38. 





措置を講じた。さらにカアフマヌは 1831 年の 12 月にはカトリック聖職者をハワイから追放することで、
ハワイからカトリックを一掃しようと試みた。こうしたハワイ政府によるカトリック信者にたいする過
酷な弾圧は 1839 年まで存続した。Kuykendall, vol.1, 137-39; Emmett Cahill, The Dark Decade 1829-1839: 
Anti Catholic Persecutions in Hawai‘i (Honolulu: Mutual Publishing, 2004), 18-19; Gavan Daws, Honolulu the 




















（Paulet Affair）の経緯を概観する。  







                                                   
9 Daws, Shoal of Time , 102-03; Linda S. Parker, Native American Estate: The Struggle over Indian and 
Hawaiian Lands (Honolulu: University of Hawaii Press, 1989), 100 ; Kuykendall, vol.1, 165-66.さらにラプラ
スは同年 7 月 17 日、カメハメハ三世との間で条約を締結したが、これはフランスの治外法権と関税自
主権を認める、いわゆる不平等条約であった。  
10 たとえば、中嶋はこの事件をイギリスによる乗っ取りが「未遂」に終わった事件と捉えている。中嶋
弓子『ハワイ・さまよえる楽園―民族と国家の衝突―』東京書籍、1993 年、43 頁。  











し、2 月 25 日、ハワイ王国はイギリスの暫定政府の保護下に置かれた 13。  






に両国間のトラブルは一応の決着をみた 15。  





烈に非難するとともに、ハワイにたいする支配欲を強めたのだった 18。  
                                                                                                                                                                    
of Time, 112. 
13 Daws, Shoal of Time, 112-19; Parker, 101-02. 
14 Kuykendall, vol.1, 220. 














17 Parker, 103. 
18 Sylvester K. Stevens, American Expansion in Hawaii 1842-1898  (Harrisburg, PA: Archives Publishing 






認するよう欧米に働きかけた 19。その結果、1843 年 11 月、フランスとイギリスは合同でハ
ワイ王国の独立を承認する内容の宣言を発表した 20。一方アメリカは、ハワイの独立を承
認するかわりに、1842 年 12 月 31 日、「西欧によるハワイの植民地化に合衆国は反対する」
という内容のジョン・タイラー（ John Tyler）大統領の声明、いわゆるタイラー・ドクトリ
ン（Tyler Doctrine）を発表した 21。タイラーは、ヨーロッパとアメリカの相互不干渉を唱
えたモンロー主義をハワイの問題に適用したのであった 22。  
カメハメハ三世は、その後フランスとの関係が再び緊張したことから、独立維持の方針















                                                   
19 ハワイ政府は、ハドソン湾会社（Hudson Bay Company）総督のジョージ・シンプソン（George Simpson）
の助言を受け入れ、1842 年 7 月以降使節団を欧米諸国へ派遣して、ハワイ王国の独立を承認させる活動
を展開した。使節団はシンプソンとウィリアム・リチャーズ、ハワイアン首長のティモシー・ハアリリ
ロ（Timothy Haalilio）の三人で構成された。Kuykendall, vol.1, 191-92. 
20 Kuykendall, vol.1, 185-205. 
21 Kuykendall, vol.1, 203.  
22 Daws, Shoal of Time, 118. 
23 Kuykendall, vol.1, 393.  
24 Kuykendall, vol.1, 393.  
25 Kuykendall, vol.1, 402, 409.  




たからであった 27。  
しかしながら、カメハメハ三世のアメリカへの接近によって、1851 年春以降ハワイ併合
問題がアメリカの新聞紙上でさかんに喧伝されるようになり、翌 52 年 8 月にはアメリカ連
邦議会でこの問題が議論された 28。これは、フィルモア大統領がハワイ併合に支持を与え
なかったことを不服として提起されたものであり、そのさいハワイ併合論者のマッコーク

























                                                   
27 Kuykendall, vol.1, 405-06, 410.なお、フィルモアがハワイ併合に否定的態度を示していた要因のひとつ
として、当時キューバをめぐってイギリスおよびフランスとの関係が緊迫化していたことも挙げられる。
Stevens, 56. 
28 Kuykendall, vol.1, 409; Stevens, 55. 
29 Congregational Globe , 32 Cong, 1 sess., Appendix, 1084.  












































人物であった 32。  
                                                   
31 Kingdom of Hawai‘i, 1845, Foreign Office and Executive, Book 4, 15, quoted in Jonathan Kay 
Kamakawiwo‘ole Osorio, Dismembering Lāhui: A History of the Hawaiian Nation to 1887  (Honolulu: 








問委員会（Prudential Committee of the American Board of Commissioners for Foreign Missions）はリチャー
ズの解雇を決定したため、1838 年 7 月 3 日、彼は宣教師の職を辞して王国のアドバイザーに就任した。
カメハメハ三世は、政治、経済上の顧問をアメリカでスカウトし、ハワイに連れてくるようリチャーズ
に要請したが、リチャーズは一年かけても人材を発掘することができずにハワイに戻った。そこで、カ
メハメハ三世は 1838 年に、リチャーズ本人を年俸 600 ドルで雇用し、彼に政治、経済の教育をハワイ


















1844 年時点で、政府では 14 人の白人が官僚や職員として登用され、1851 年までにその数
は 48 人にまで増加した 39。  
                                                                                                                                                                    
Foreign Desires: Pehea Lā E Pono Ai? (Honolulu: Bishop Museum Press, 2003), 173; Kuykendall, vol.1, 154-55, 
160; Daws, Shoal of Time, 107. 
33 Kame‘eleihiwa, 176-77. 
34 Kuykendall, vol.1, 155. 
35 Kame‘eleihiwa, 176-77. 
36 Kame‘eleihiwa, 177. 
37 リチャーズは憲法制定後、教育大臣に就いた。その後任は、同じく宣教師出身のリチャード・アーム
ストロング（Richard Armstrong）で、彼は 1847 年から約 1 年間この職に就いた。ジェリット・ジャッド
(Gerrit P. Judd)は 1828 年にアメリカンボードの医師としてハワイに到来したが、ハワイ語を流暢に話す
ことができたため、1842 年以降、財務や外交など様々な分野の要職に就いたあと、内務大臣に就任した。












務大臣の職に抜擢され、その後の約 20 年間死去するまで王国の官僚として活躍した。Daws, Shoal of Time , 
108-09, 128-31; H. W. Brands, The Age of Gold (New York: Anchor Books, 2003), 104.  
38 Daws, Shoal of Time, 109. 


























カメハメハ三世の統治下では、1839 年の権利宣言 44、1840 年憲法、および 1852 年憲法
によって段階的に「民主的」な国家体制が確立していった。以下では上記の宣言およびふ
たつの憲法の条文を分析することをつうじ、こうした段階的な変革が白人とハワイアンの
                                                                                                                                                                    
っており、彼らは全員政府で働く条件として、国王への忠誠を宣誓していた。Daws, Shoal of Time , 108. 
40 Daws, Shoal of Time, 109. 
41 Samuel M. Kamakau,  Ruling Chiefs of Hawaii (Honolulu: Kamehameha Schools Press, 1992), 401. 
42 Kamakau, 401. 
43 Kamakau, 401-02. 

























































































                                                   
45 Kuykendall, vol.1, 159-61. 
46 Kingdom of Hawai‘i, The 1839 Constitution. 




















をするものだったのである 49。  
この権利宣言を前文として取り込んだハワイ王国初の憲法は 1840 年 10 月 8 日に制定さ










                                                   





50 ウィリアム・リチャーズが起草した 1840 年憲法は、枢密院の同意を得て、カメハメハ三世とクヒナ・
ヌイのケカウルオヒの承認を得たうえで公布された。しかし、それ以上の具体的な制定過程は不明であ






























                                                   
51 Kingdom of Hawai‘i, The 1840 Constitution , Respecting the Representative Body.  
52 Kingdom of Hawaii, Translation of the Constitution and Laws of the Hawaiian Islands, Established in the 
Reign of Kamehameha Ⅲ  (Lahainaluna, 1842), 22-23. 




オニアナ、ハアリオ。Kingdom of Hawai‘i, The 1840 Constitution, House of Nobles. 































































                                                   
57 Kingdom of Hawai‘i, The 1840 Constitution,  of the Supreme Judges. 
58 Kingdom of Hawai‘i, The 1840 Constitution , Governors. 
59 Kingdom of Hawai‘i, The 1840 Constitution , Respecting the Tax Officers.  

























いうまでもない 63。  







する担保金を在地アメリカ人から借入れて支払い、最悪の事態を免れたのだった。Kame‘eleihiwa, 176.  
62 クヒナ・ヌイ体制が廃止されたのは、カメハメハ五世が独断的なかたちで制定した 1864 年憲法にお
いてであった。同憲法制定の目的は王権の強化にあり、クヒナ・ヌイ制度廃止の意図もまさにその点に
あった。  







 さらに 1852 年には、アメリカ人の最高裁判所判事ウィリアム・リトル・リー（William 

























                                                                                                                                                                    
ードであった。リコードの法務大臣への抜擢は、ウィリアム・リチャーズの助言によるものだった。な
お、ハワイ社会にさほどなじみのないリコードが、王国の法制度改革を担当することにたいし、ハワイ
アンは不安を募らせた。Kuykendall, vol.1, 228; Osorio, 36. 
64 1821 年にニューヨークに生まれたリーは、ニューイングランドで育ったのち、ハーバード大学で法
律を学び再びニューヨークで弁護士として活動していた。彼は、友人で後にハワイの実業家、慈善活動
家として活躍するチャールズ・リード・ビショップ（Charles Reed Bishop）とともに 1846 年 10 月にハ
ワイを訪れたが、リーがジョン・リコードに次いで王国に到来した二番目の弁護士であったことから、
ハワイに到着して 2 か月後に上訴裁判所判事に起用され、1847 年からは土地委員会委員長として土地制
度改革を牽引した。リーはまた、1851 年には雇用関係法を成立させることで、ハワイに契約労働システ
ムを導入し、プランテーション経済の発展を促すことに貢献した。以上のように、カメハメハ三世統治
下の近代化政策はリーに依るところが大きかった。 Jon M. Van Dyke, Who Owns Crown Lands of Hawai‘i?  
(Honolulu: University of Hawai‘i Press, 2008), 36 -37. 
65 Alexander Keyssar, The Right to Vote: The Contested History of Democracy in the  United States  (New York;  
Basic Books, 2000), 51; 小原豊志「南北戦争・再建と黒人選挙権―選挙権における白人性の変容分析―」 
『西洋近代における分権的統合  その歴史的課題―比較地域統合史研究に向けて』小原豊志、三瓶弘喜  
編、東北大学出版会、2013 年、162-63 頁。  
66 たとえば小林素文は、「当時としては世界でもっとも民主的で画期的なものであった」と述べている。






がいかに強大であったかを示している。Kuykendall, vol.1, 266. 































が回復されていれば、投票は許可される 69。（傍点は筆者による）  
 












第 12 条 奴隷制は、いかなる状況下であってもハワイ内では容認されない。奴隷が
ハワイの領土内に入った場合は、その者は自由となる。奴隷を王国に輸入する者は、
王国の市民権、および政治的権利を享受することはできない。ただし、刑罰としての






が確立していたことである。後述するように、1850 年に制定された雇用関係法（The Act for 
                                                   
69 Kingdom of Hawaii, 1852 Constitution, Article 78. 
70 Statute Laws of His Majesty KamehamehaⅢ  (Kingdom of Hawaii, 1946), 78.  
































                                                   
72 Kingdom of Hawaii,  Penal Code , 1850, 170-76. 




















とによって先住民の土地を奪取する現象は 19 世紀をつうじて世界規模でみられた 74。これ
らいずれの地域にも共通するのは、支配者側がネイティブにたいして主張した大義である。
支配者たる白人は一様に「近代的土地制度がネイティブの農業生産性を高め、結果的にネ














などでも展開された。青柳まちこ編著『ニュージーランドを知るための 63 章』明石書店、2008 年、107-10
頁；有賀貞、大下尚一、志邨晃佑、平野孝編『世界歴史体系  アメリカ史 2―1877 年〜1992 年』山川出
版社、1993 年、10-12 頁；藤田尚則『アメリカ・インディアン法研究 (Ⅰ )インディアン政策史』北樹出
版、2012 年、357 頁；阿部珠理『アメリカ先住民―民族再生にむけて』角川書店、2005 年、24 頁；富
田虎男「北海道旧土人保護法とドーズ法―比較史的研究の試み」『札幌学院大学人文学会紀要』45(1989)、
16-18 頁；Stuart Banner, “Preparing to Be Colonized: Land Tenure and Legal Strategy in Nineteenth - Century 


























的支配の基盤がいかに形成されたのかを把握する 77。  
 土地制度改革の嚆矢となったのは 1848 年のマヘレ法である。マヘレ (Mahele)とは、ハワ
イ語で「分割」 (division)を意味する 78。この言葉のとおり、マヘレ法はハワイの全土を①
                                                   
75 Banner, 274. 
76 Kame‘eleihiwa, 178. 
77 土地制度改革にかんする主な研究としては、既出のカメエレヒヴァとバナーの研究を含む以下のもの
が挙げられる。 Jon J. Chinen, The Great Mahele: Hawaii’s Land Devision of 1848  (Honolulu: University of 
Hawaii Press, 1958); Sumner J. La Croix and James Roumasset, “The Evolution of Private Property in 
Nineteenth- Century Hawaii,”  The Journal of Economic History  50-4 (1990): 829-52; Kame‘eleihiwa, Native 
Land and Foreign Desires ; Banner, “Preparing to Be Colonized."  





王領地（総面積の 23.8 パーセント）、②首長およびコノヒキの領地（同 39.2 パーセント）、
③官有地（同 37 パーセント）に分割し、土地の所有権を確定した 79。つづいて 1850 年に
はクレアナ法 80が制定された。同法は庶民の土地所有を認めたもので、これによって庶民
は政府の土地委員会にたいし土地所有権を要求し、それが認可されれば土地を入手できる





たのである 83。  
 このようなハワイにおける一連の土地制度改革を推進したのは土地委員会であった。
1845 年 12 月 10 日、「土地所有権確定委員会」（ the Board of Commissioners to Quiet Land 
Titles）、通称「土地委員会」（ the Land Commission）がカメハメハ三世と内務大臣ジェリッ
ト・ジュッドによって設置された。国王が指名した５人の委員からなるこの委員会には、
王国全土から寄せられた土地所有権申請を審査するという権限が付与されたのだった 84。  
委員会の初代委員長はウィリアム・リチャーズであったが、実質的に土地制度改革を牽






                                                   
79 Van Dyke, 42. 
80 クレアナ（Kuleana）とはハワイ語で、土地所有権を意味する。Pukui and Elbert, 179. 





められた。Van Dyke, 138-39; Osorio, 50；Statute Laws , 78. 
83 Kame‘eleihiwa, 295-96. 
84 土地委員会設立当初の委員は、ジョン・リコード（ John Ricord）、ジェームズ・ヤング・カネホア（ James 
Young Kanehoa）、イオアネ・パパ・イイ (Ioane Papa ‘Ī‘ī)、ゾロバベル・カアウヴァイ (Zorobabel 
Ka‘auwai)、ウィリアム・リチャーズの 5 人だった。Van Dyke, 34. 
85 Van Dyke, 39. 





























                                                                                                                                                                    
plantation）を 9,350 ドルで売却してほしいとカメハメハ三世に要請したり、オアフ島マノアの 27 エー
カーを当時のオアフ島知事マタイオ・ケクーアナオーア（Mataio Kekūanaō‘a）から買い取るなどして、
砂糖きび栽培のための用地獲得に躍起になっていた。Van Dyke, 39. 
87 Kingdom of Hawaii,  Penal Code  (1850), 170-76. 
88 国王が外国人に土地を下付したケースは 1844 年までに少なくとも 125 件あったとみられる。その外
国人の大半はアメリカ人とイギリス人だった。Banner, 283. 
89 Banner, 284. 































                                                   
91 捕鯨貿易の興隆にともない、外国船の乗組員としてハワイを離れる若者が急増した。1845 年から 3
年の間に、外国船の乗組員となったハワイアンは 2000 人近くにのぼり、1850 年代に入ると年間 400 人
から 500 人のハワイアンが外国船でハワイを離れた。Kuykendall, vol.1, 312-13. 
92 La Croix and Roumasset, “The Evolution,” 850 -51. 





























                                                   
94 Sidney W. Mintz, Sweetness and Power: The Place of Sugar in Modern History  (London: Penguin Books, 
1985), 15-18.  
95 Eric Williams, The Negro in the Caribbean  (New York: Eworld, 1942), 12.  
96 砂糖の歴史については既出のミンツの研究を含む以下の研究を参照。Elizabeth Abbott, Sugar: A Bitter 
Sweet History (London and New York: Duckworth Overlook, 2010); Mintz, Sweetness and Power ; 川北稔『砂
糖の世界史』岩波書店、2013 年。  
97 Abbott, 271-81. 
98 キューバにおいては、1870 年から 1886 年にかけて奴隷が順次解放されたことによって労働力不足に
悩まされたが、その後アメリカではキューバ産砂糖は堅実な投資の対象とみなされ、キューバへの直接
投資がすすんだ。Abbott, 276-80. 






表  1 ハワイにおけるプランテーション数と砂糖生産量の推移  
 
典拠：William H. Dorrance, Sugar Islands: The 165-Year Story of Sugar in Hawai‘i  (Honolulu: Mutual 
Publishing, 2000), 6.  




1854 年には 58 万 1,777 ポンドだったものが、10 年後の 1864 年には 1041 万 4,441 ポンド
に、さらにその 10 年後の 1873 年には 2312 万 9,101 ポンドに達しており、20 年で砂糖の










                                                   
100 Dorrance, 5. 







































                                                                                                                                                                    
―』佐野守男、安岡真、吉岡栄一訳、彩流社、2000 年、355 頁。  
103 A. Grove Day ed., Mark Twain’s Letters from Hawaii  (Honolulu: University of Hawai‘i Press, 1966), 257.
なお、同資料は以下では Mark Twain’s Letters と表記する。  













































1861 年の 1 ポンド当たり 4 セントから、64 年には 1 ポンドあたり 25 セントにまで高騰し
た 110。こうした状況のもと、ハワイがルイジアナに代わってアメリカの主要砂糖供給地と
なり、ハワイ産砂糖の輸入量は飛躍的に増加したのである 111。  
 以上にみたように、ハワイは砂糖きびの生育環境に恵まれていたうえ、アメリカとの貿
                                                   
105 Mark Twain’s Letters , 20. 
106 Mark Twain’s Letters , 21. 
107 たとえば、1850 年から 1 年間に、ハワイからカリフォルニアへ輸出されたものには、砂糖のほかに、
牛、豚、七面鳥、鶏、カボチャ、芋、シロップ、などが含まれていた。Ronald Takaki, Pau Hana: Plantation 
Life and Labor in Hawaii  (Honolulu: University of Hawaii Press, 1983), 18.  
108 Kuykendall, vol.1, 323-24. 
109 Dorrance, 191. 
110 Takaki, 18. 
















働者の統制は砂糖生産において不可欠の前提となったのである 114。  
ハワイでは奴隷制は導入されることなく、非白人を契約労働者とする労働制度が採用さ










                                                   
112 川北稔『砂糖の世界史』、44-45 頁。  
113 川北、49 頁。  
114 コロアプランテーションでは、労働者たちは週日、朝 6 時から 7 時半まで畑で作業した後、朝食を
とりその後 12 時半まで作業をし、昼食後は日没まで働くことになっていた。なお、平日はプランテー
ションでの労働、週末は菜園の手入れに当てられるケースが多かった。Takaki, 8; 川北、49 頁。   
115 Kingdom of Hawaii,  Penal Code  (1850), 170-76. 
116 同法の第 1 条は次のとおりである。  
 








倍の期間労働することが規定された 119。  
同法の第 22 条から第 30 条までは 20 歳以上の成人にかんする規定である。ここでは、成
人は雇用者と 5 年以下の雇用契約を結ぶことが定められた 120。成人労働者にかんしても未
成年労働者のケースと同様、雇用者による虐待は禁じられたが、成人労働者が契約にもと
づく労働を拒んださいには、契約内容に同意するまで懲役刑が科せられることも定められ




このように、同条は契約労働者を徒弟（ apprentice）と奉公人（ servant）の 2 種類に区別している。未成
年者の労働契約の締結手順については次のように規定されている。  
 
第 2 条 10 歳以上のすべての未成年者は、徒弟あるいは奉公人として契約を結ぶことが











Kingdom of Hawaii,  Penal Code, 171. 
117 Kingdom of Hawaii,  Penal Code , 171. 







Kingdom of Hawaii,  Penal Code, 172. 
119 未成年労働者が労働を忌避したさいの処分については以下のように規定されている。  
 








Kingdom of Hawaii,  Penal Code, 173. 




た 121。移民労働者にかんする規定を定めた第 23 条では、移民労働者も同法の契約労働の





併合される 1898 年まで存続し、約半世紀にわたってハワイアンのみならず、11 万 5 千人





                                                   
121 契約労働者が労働を忌避した場合の対応については、以下の第 24 条および第 25 条に規定されてい
る。  











Kingdom of Hawaii,  Penal Code, 174-75. 
122 Kingdom of Hawaii,  Penal Code , 174. 
123 Katharine Coman, “History of Contract Labor in the Hawaiian Islands,” Publications of the American 
Economic Association , 3rd Series, 4-3 (1903), 11.また、同法制定からわずか 2 か月後の 1850 年 8 月、現実













て、移民の増加とハワイアンの減少という傾向が顕著となり、1890 年にはハワイアン人口 34,436 人に
たいし、移民人口 41,873 人と移民数が大幅に上回り、ハワイアンはマイノリティへと転落する。Takaki, 
22；  Robert C. Schmitt, Demographic Statistics of Hawaii: 1778-1865 (Honolulu: University of Hawaii Press, 




































た白人のハワイアン観があればこそ雇用関係法が即座に成立したものと考えられる 126。  
 労働にかんして 1850 年に政府が決定したいまひとつの方針は、ハワイアンの海外流出を
                                                   
124 Kuykendall, vol.1, 330.  
125 Titus Coan, Life in Hawaii: An Autobiographic Sketch of Mission Life and Labors, 1835 -1881  (New York: 













Royal Hawaiian Agricultural Society, The Transactions of the Royal Hawaiian Agricultural Society : At Its 




食い止める目的で同年 7 月 2 日に制定した先住民海外移住禁止法（An Act to Prohibit Natives 

























                                                   
































                                                   
129 たとえば、ウィリアム・ハリソン・ライス（William Harrison Rice）は、1841 年、アメリカンボード
の９回目となるハワイ派遣団のメンバーとして、アメリカからハワイに到来した宣教師であったが、
1854 年に宣教師の職を離れると、カウアイ島でリフエ・プランテーション（Lihue Plantation）の経営を
はじめた。また、1837 年にハワイに入植したアメリカ人宣教師のエドワード・ベイリー (Edward Bailey)
は 1850 年にアメリカンボードを脱退すると、マウイ島で、ワイルク・シュガー・カンパニー（Wailuku Sugar 
Company）を設立した。宣教師出身で教育大臣などの政府の要職を務めていたリチャード・アームスト
ロングは、マウイ島ハイクーで、同じく宣教師であったエイモス・クック（Amos Cooke）とともに、1858











ハワイアンの先天的属性とは別次元の問題であった。Archibald Campbell, A Voyage Round the World, from 
1806 to 1812 (Roxbury, MA: Allen & Watts, 1825), 124-25; William Ellis, A Narrative of an 1823 Tour Through 


























































                                                   
131 Coan, 254.  

















る。1835 年、カウアイ島のコロアでラッド・アンド・カンパニー（Ladd and Company）が
ハワイアン労働者を雇用してプランテーションをおこし、ハワイ全土で展開されるプラン
テーションの先駆けとなった 135。ラッド社からコロアのプランテーション経営を一任され



















Hiram Bingham, A Residence of Twenty-one Years in the Sandwich Islands  (1848; repr., Vermont and Tokyo: 
Charles E. Tuttle Company, 1981), 490-96. 
134 Kuykendall, vol.1, 176-78. 
135 ラッド社は、ウィリアム・フーパー（William Hooper）、ピーター・ブリンスメイド（Peter A. Brinsmade）、
ウィリアム・ラッド（William Ladd）の三人のアメリカ人によって設立された貿易会社だった。同社は
砂糖栽培のためにカウアイ島コロアの 980 エーカーの土地を 50 年間にわたり年間 300 ドルの賃貸料で
借り受ける契約を国王と結び、さらにハワイアンをプランテーションでの労働に従事させる内容の契約




















































                                                   
136 Hooper Diary, 15 September 1835, quoted in Takaki, 5. 




第二節 カメハメハ四世、五世の王権強化政策  
（１）カメハメハ四世の英国化運動  







本節では、以上の二人の国王が統治した 1850 年代なかばから 1870 年代初頭までの時期
を対象に、彼らがいかなる手段をもって王権を強化しようと試みたのかを明らかにする。  
まずは、カメハメハ四世統治下の 1850 年代から 1860 年代にかけてのアメリカとハワイ
との間の外交関係を把握しよう。カメハメハ三世が晩年アメリカに自ら併合をもとめたこ
とはすでに述べたとおりであるが、1854 年 12 月 15 日に三世が死去したことによって、こ
の方針は撤回されることとなった 138。子供のいなかった三世は生前、養子で甥のアレクサ
ンダー・リホリホ（Alexander Liholiho）を後継者に指名していたため、1855 年 1 月 11 日、








                                                   
138 Kuykendall, vol.2, 33. 
139 Kuykendall, vol.2, 33. カメハメハ四世の母親は、かつてクヒナ・ヌイを務めていたカメハメハ一世の
娘キナウであり、父親はオアフ島知事のケクアナオアであった。  
140 Kuykendall, vol.2, 38-39; Sumner J. La Croix and Christopher Grandy, “The Political Instability of 
Reciprocal Trade and the Overthrow of the Hawaiian Kingdom,” The Journal of Economic History  57, no.1 




141 La Croix and Grandy, “The Political Instability,” 165 -66. 























経緯をみていくこととする 146。  
四世がイギリスへの傾倒を深めた大きな要因のひとつが、イギリス人女性エマ・ルーク
(Emma Rooke)との結婚であった。エマは、カメハメハ一世の側近のイギリス人ジョン・ヤ
                                                   
143 Kuykendall, vol.2, 37-39. 
144 Kuykendall, vol.2, 45-46. 
145 Kuykendall, vol.2, 39, 45-46. 
146 なお、カメハメハ四世と五世の青年期の体験も、彼らのイギリスへの傾倒の一因をなしたと考えら
れる。1849 年、当時 15 歳だったリホリホ（後のカメハメハ四世）は兄のロト（後のカメハメハ五世）
とともにアメリカ人官僚ジェリッド・ジャッドに率いられ、アメリカやヨーロッパを巡訪したことがあ
った。このとき、アメリカを訪れた二人の王子が白人から受けた人種差別の経験が、彼らのアメリカに
たいする嫌悪感を引き起こすことになった。たとえば、1850 年 6 月 4 日、ワシントン D.C.からボルテ
ィモアに向かう列車に乗ったリホリホとロトは、車掌に列車から降りるよう命じられ、ハドソン川の船
舶内では、ダイニングサロンへの入室を拒否された。彼らの肌の色が浅黒いことから受けたこのような
差別的な対応は、反米感情を醸成したとみられる。Gerrit P. Judd Ⅳ , Dr. Judd: Hawaii’s Friend  (Honolulu: 





年 6 月 19 日に行われたエマとの結婚式は、宣教師出身のアメリカ人官僚リチャード・アー
ムストロングのもと、アメリカンボードの教会カワイアハオ教会で行われたが、ここでは
四世の意向により英国国教会の儀式が取り入れられた 148。  
















ーリー司教（Thomas Nettleship Staley）の派遣を決定した 153。ステーリーに期待された役
割のひとつは、四世の四歳の息子アルバート（Albert）に洗礼と教育を施すことであった。
                                                   
147 Kuykendall, vol.2, 83. なお後にカラカウアの支持者は、エマがケリイマイカイの血統であることを否
定している。  
148 Kuykendall, vol.2, 83.  
149 Daws, Shoal of Time, 157. 




ノルルに建設する動きがみられたこともあったが、実現には結びつかなかった。Kuykendall, vol.2, 85. 
152 Robert Louis Semes, “Hawaii’s Holy War: English Bishop Staley, American Congregationalists, and the 
Hawaiian Monarchs, 1860-1870,” The Hawaiian Journal of History  34(2000): 115. 
153 ステーリーは、ロンドンの聖マーク・カレッジ（St. Mark’s College）で長年数学の教員を務め、また、
サリー州ワンズワースの大学校の校長も務めていた。ステーリーのこうした教育分野での実績は、後に
彼がハワイで学校を設立することへとつながった。イギリス側がステーリーの派遣を決めたのは、ハワ







てしまった。四世とエマは絶望の淵にありながらも、1862 年 10 月にハワイに到着したス
テーリーをはじめとする英国国教会の聖職者らを迎え入れ、ハワイにおける英国国教会の




















の統治下では具体的な動きには結びつかなかった 157。この課題を解決したのは、1864 年 8
                                                   
154 Kuykendall, vol.2, 94.なお、ヴィクトリア女王をアルバートの教母とする計画は、アルバートが生ま
れる以前から四世とエマとの間で決定していた。  
155 Kuykendall, vol.2, 95-96. 
156 Mark Twain’s Letter , 179. 
















































                                                                                                                                                                    
能することはなかった。  
158 Kuykendall, vol.2, 127; Osorio, 124-25. 
159 Pacific Commercial Advertiser , May, 7, 1864. 






























                                                   
161 Pacific Commercial Advertiser , May, 7, 1864. 
162 Kuykendall, vol.2, 132.  
なお、1852 年憲法において、憲法改正の手続きは次のように規定されている。  





Kingdom of Hawai‘i, Constitution and Laws of His Majesty Kamehameha Ⅲ , King of the Hawaiian Islands,  










てその開催が決定したのであった。さらに、1864 年 7 月に開会したこの会議には貴族院議
員 15 名と国民の投票で選出された代表 26 名が代議員として参加したが、選挙権条項の改
正の是非、すなわち財産資格の導入問題が会議で紛糾すると五世は会議を一方的に解散し、





















































                                                   
163 Kuykendall, vol.2, 127-30.  











18 歳に満たない場合のみ摂政（ regent）が設置されることになった 166。また、国王の助言
機関である枢密院も、それに付与されていた様々な権限が廃止されたため、王権が強化さ
れた 167。  
第三に、立法手続きの変革という特徴が挙げられる。これまで法案は貴族院と代議院が
別個に審議していたが、1864 年憲法は代議院と貴族院が合同審議する形式を採用したのだ







によって制定された 1864 年憲法は、カメハメハ五世による王権強化の試みだったのである。 
 
                                                   
165 Philip H. Harris, “Charles Coffin Harris: An Uncommon Life in the Law,” The Hawaiian Journal of History 
27 (1993): 151-52, 156. なお、ハリスはアメリカ人弁護士であったが、ハワイ到来後はアメリカ人宣教師
を忌避し、英国国教会に入信した。ハリスは、カメハメハ四世時代には法務大臣として、五世時代は財
務大臣として、イギリスをモデルとした国家形成を目指した人物であった。  
166 Kingdom of Hawai‘i, Constitution of 1864 , Article 32. 
167 たとえば、1852 年憲法においては国王の条約締結行為や宣戦布告行為には枢密院の同意がを必要と
されていたが、1864 年憲法ではこれらの規定は削除された。Kingdom of Hawai‘i, Constitution and Laws , 
1852, Article 27, 30. 
168 Kingdom of Hawai‘i, Constitution of 1864 , Article 45. 1864 年憲法第 45 条で「議会は、国王によって指
名される貴族院と国民の代表からなる代議院からなり、両院が合同で審議する」と規定された。  
169 Kingdom of Hawai‘i, Constitution and Laws , 1852, Article 60.  



















ハワイではじめて新聞が発行されたのは 1834 年のことである 173。その後、相次いで新
聞が発刊され、1852 年時点でその数は 7 紙に及んだ。これらの大半は宣教師もしくは宣教
師の思想に傾倒するアメリカ人の手によるものであった 174。たとえば、ボストン出身のジ
ェームズ・ジャクソン・ジャーヴェス（James Jackson Jarves）によって創刊された『ポリ
ネシアン』紙（Polynesian, 発行期間 1840-1841, 1844-1864） 175は、ハワイアンにたいして
キリスト教、農業、商業の価値を伝えることで彼らの「文明化」を推進することこそが自
らの使命であると自負していた 176。当時、総人口が 7 万人から 8 万人程度だったハワイ 177
                                                   
171 たとえば、『ポリネシアン』紙は次のような論説を掲載している「フラによって人々は生活に関わ
る重要なことを無視して乱痴気騒ぎに興じ、本来仕事に捧げられるべき時間を無駄に浪費してしまっ
ている。」The Polynesian , May 15, 1858. 
172 Pacific Commercial Advertiser , October 15, 1857. 
173 ハワイにおいてはじめて発行された新聞は宣教師によって発行された『カ・ラマ・ハワイ』紙（Ka Lama 
Hawaii）だった。Helen Geracimos Chapin, Shaping History: The Role of Newspapers in Hawai‘i (Honolulu: 
University of Hawai‘i Press, 1996), 46.  
174 Chapin, 46. 













さて、1850 年代にみられたフラ復活の兆候にたいし 1857 年から 1858 年にかけて『アド
バタイザー』紙と『ポリネシアン』紙は痛烈なフラ批判を展開した。以下では、時系列に
沿ってこれらのフラ批判を分析しよう。  



















                                                                                                                                                                    
紙はハワイアンの教育水準の向上を目的に創刊されたものの、実際にはハワイの農業振興を主張する傾








鼓）の音は、いまやほとんどどこでも聞かれるようになっている 178。  
 





































                                                   











































は 1857 年 10 月 7 日付の『カ・ハエ・ハワイ』紙上で以下の声明を公表した。  
                                                   
180 Pacific Commercial Advertiser , July 2, 1857. 
















られるのは 1851 年に制定された「公共ショー免許法」（an Act to Provide for the Licensing of 
Public Shows）である。同法は以下のような内容であった。  
  
公共のショーにかんする免許規定  








裁判所の判断により、500 ドル以下の罰金を課すこととする 184。  
 
                                                   
182 『ポリネシアン』紙の記事によれば、フラ・ホールとは舞踏会などで西洋のダンスを踊るさいに用
いられたホールである。西洋のダンスはプロテスタント宣教師によって批判された時期があったが、
1850 年代に入るとホールにおいて西洋のダンスを踊ることが認められるようになった。The Polynesian , 
May 15, 1858; Gavan Daws, “Decline of Puritanism at Honolulu in the Nineteenth Cent ury,” Hawaiian Journal 
of History 1 (1967): 34. 
183 Ka Hae Hawaii , October 15, 1857. 









































                                                   
185 Drothy B. Barrère, Mary Kawena Pukui, and Kelly Marion, Hula: Historical Perspectives. (Honolulu: 
Bishop Museum, 1980), 41.  






































の決断を知識ある人々にゆだねることとしたい 188。（傍点は筆者による）  
 
『ポリネシアン』紙は、労働の放棄につながるとしてフラを批判しながらも、法的規制
                                                   
187 The Polynesian, May 15, 1858. 














も憂慮すべき問題となった。ハワイ福音主義協会（Hawaiian Evangelical Association, 以下
HEA と略す）はハワイにおけるアメリカンボードの組織、サンドイッチ・アイランズ・ミ
ッション（Sandwich Islands Mission）に代わる組織として 1854 年に設立された 190。その 1857
年の年次総会で、ホノルルの宣教師がフラの復活を報告したのち、ホノルル第二教会








なるので、集会をしている場所に近づくな」と 191。  
 
翌年の 1858 年の年次総会ではオアフ島の 5 つの地区を担当する 5 人の宣教師が、同様にフ
                                                   




190 Kuykendall, The Hawaiian Kingdom , vol.2, 99.  
191 Hawaiian Evangelical Association, Minutes of the Meeting of the Hawaiian Evangelical Association, Held at 




ラの復活を問題視する報告を行った 192。1856 年以前の HEA の年次総会の記録には、フラ
の復活についての記述がないことに加え、前節で述べたようにフラを批判する新聞記事が
1857 年 7 月以降掲載されるようになったことからみて、ホノルルを中心にみられたフラの
復活は 1857 年であったとみられる。  
HEA は、1858 年 6 月、代議院にたいしフラの抑圧をもとめる請願（a petition for the 
suppression of the hulas）を提出した 193。請願のなかで HEA の宣教師らは、フラの規制をも
とめる理由を次のように述べている。  
 
一、 フラに夢中になると、人々は働かなくなるため。   
二、 働かなくなると国の労働生産力が低下し、人々を貧困と飢餓の状態にするため。 
三、 淫らな習慣を助長するため。  













                                                   
192 Hawaiian Evangelical Association, Minutes of the Meeting of the Hawaiian Evangelical Association, Held at 






193 Hawaiian Evangelical Association,  Minutes of 1858 , 26; Silva, “He Kānāwai”, 40. 請願書を提出した宣
教師は以下の 18 人である。サーストン（A. Thurston）、キャッスル（S. N. Castle）、アレクサンダー（W. 
P. Alexander）、アンドリュース（C. B. Andrews）、ボールドウィン（D. Baldwin）、デーモン（Samuel C. 
Damon）、コーン（Titus Coan）、ライマン（D. B. Lyman）、パリス（ John D. Paris）、ポーグ（ Jon F. Pogue）、
パーカー  (B. W. Parker) 、ビショップ（A. Bishop）、ターナー（W. S. Turner）、スミス（L. Smith）、スプ
ーナー（W. A. Spooner）、エマソン（ J.S. Emerson）、クラーク（E. W. Clark）。   

















13 名と、議席全体の 41.9 パーセントを占めていた 196。これにたいし、貴族院は総数 13 の










った。まず代議院では、特別委員会が起草した原案が 1858 年 12 月 31 日に第二読会を通過
                                                   
195 Journals of the House of Representatives (Honolulu; Kingdom of Hawaii, 1858).なお、法案名中にあるフ
ラ・クオロとは、打楽器の演奏を伴うフラを指す。George S. Kanahele, ed., Hawaiian Music and Musicians: 
An Illustrated History (Honolulu: University of Hawai‘i Press, 1979), 57.  
196 Robert C. Lydecker comp., Roster Legislatures of Hawaii 1842-1918: Constitutions of Monarchy and 
Republic Speeches of Sovereigns and President  (Honolulu: The Hawaiian Gazette, 1918), 74.  
 なお、1851 年、白人代議員の比率は 29 パーセントで、1855 年には 39.2 パーセントと、代議院におけ
る白人の比率は年々高まっていた。  
197 Lydecker, 74. 





















 フラ規制法は民法の一部として、1859 年 5 月 17 日にカメハメハ四世の裁可を受け、同
年 7 月に公布された 203。以下は、フラ規制法の具体的文言である。  
 
演劇、サーカス、公共の場におけるショーについて  











                                                   
199 Silva, “He Kānāwai,” 41.  
200 Kingdom of Hawai‘i, Journals of the House of Nobles , 1859. 































































































                                                   




であり、宣教師はこれらをフラと同様の視線で眺めていた。1856 年の HEA の年次大会で、
あるホノルルの宣教師は、ハワイアンの間で人気を博していたサーカスについて次のよう
に述べている。  
































                                                   
205 Hawaiian Evangelical Association, Minutes of the Meeting of the Hawaiian Evangelical Association, Held at 






































には、500 ドル以下の罰金、もしくは 6 か月以下の懲役刑が科せられた。1874 年の時点で、






                                                   
206 Polynesian , April 4, 1859. 







裁判所に起訴され、審理の結果、8 名の男性と 1 名の女性が有罪判決を受けた。判決では、








被告に 5 ドルの罰金刑が科されたのであった 211。  
1865 年には、カウアイ島第五巡回裁判所に別のフラ規制法関連訴訟が提起された。その
訴因は 4 名の男性と 1 名の女性がフラを踊ったことにあった。ダンカン・マクブライド
（Duncan McBryde）判事は、彼らにたいし報酬が支払われたという証言を根拠に有罪判決
を下した。判決では、被告のうち１名の男性には 10 ドルの罰金もしくは 3 か月の懲役、女








                                                   
208 Silva, “He Kānāwai,” 43. 
209 Ralph S. Kuykendall, The Hawaiian Kingdom vol.3 (Honolulu: University of Hawaii Press, 1993), 12 -13, 
476. ワイドマンは、後のカラカウア王（David Kalākaua, 在位 1874-1891）の統治時代に内務大臣と最高
裁判所判事を務め、つづくくリリウオカラニ女王（Lili‘uokalani,在位 1887-1901）の統治下で財務大臣を
務めたドイツ人で、プランテーション経営にも積極的に携わっていた人物だった。  
210 Silva, “He Kānāwai,” 43.  
211 Silva, “He Kānāwai,” 43.  
212 Silva, “He Kānāwai ,” 43. 
































































                                                   
214 R. A. Lyman, “A Brief Sketch of the Life of Kamehameha V,” Third Annual Report of the Hawaiian 

































                                                   
215 Silva, “He Kānāwai,” 43.  
216 カラカウア統治期の 1879 年、ライマンは他の白人とともにパアウハウ・プランテーション（Paauhau 
Plantation）を開設した。同プランテーションは独自の路上輸送システムを導入したことにより、20 世
紀なかばにかけてハワイ屈指の生産量を誇るプランテーションへと成長した。 “Pauhau Sugar Plantation 
Company History,” Hawaiian Sugar Planters’ Association,  accessed September 6, 2014, 
http://www2.hawaii.edu/~speccoll/p_paauhau.html; Dorrance, 93.   
217 Rufus Anderson, History of the Mission of the American Board of Commissioners for Foreign Missions to 






























                                                   
218 互恵条約締結に向けて、ハワイ王国の代表としてアメリカで交渉にあたったのは、財務大臣のハリ
スだった。ハリスは 1866 年から 1868 年までの間アメリカに滞在し、互恵条約締結に向けた活動を展開
した。ところが、ワシントンにおいて、互恵条約は併合の可能性を失わせるとしてアメリカ人の多くか
































                                                   
219 “Prince Lot Hula Festival,” Moanalua Gardens Foundation, accessed September 15, 2014, 
http://moanaluagardensfoundation.org/2014-prince-lot-hula-festival/  
220 Elizabeth Buck, Paradise Remade (Philadelphia: Temple University Press, 1993),108. カイケンドールや
シルバも、カメハメハ五世がフラの振興に積極的であった点を強調している。Kuykendall, vol.2, 125; 
Noenoe K. Silva, Aloha Betrayed: Native Hawaiian Resistance to American Colonialism (Durham: Duke 
University Press, 2004), 88-89. 
221 Hawaiian Evangelical Association,  Minutes, May, 1857 , 15-16; Hawaiian Evangelical  
Association, Minutes, May, 1858 , 16-22. 






























て、規制のさらなる緩和がはかられることとなった。1870 年 7 月 18 日に制定された同法
の改正法の内容は以下のとおりである。  
 
「第 96 条の修正および第 99 条の廃止」  










                                                   
223 Hawaiian Evangelical Association,  Minutes of 1858 , 16-22. 





なくとも 10 ドルの支払いを必要とするものとする。（傍点は筆者による）  
 
第 99 条を廃止する 225。  
 
以上の改正法における主要な変更点は次の四点である。①フラの免許取得に必要な費用が
10 ドルから 5 ドルへと減額された点、②内務大臣が「非常に知的な（ strictly intellectual）」
性格を持つと判断したパフォーマンスにたいしては免許制が適用されない点、③長期にわ
たるパフォーマンスについては、これまで１パフォーマンスごとに 10 ドル必要であった費



















                                                   
225 Kingdom of Hawai‘i, Session Laws , 1870. 















































た 229。そもそも英国国教会の海外伝道が本格的にはじまった 18 世紀初頭、その目的は植
民地におけるイギリス人植民者にたいする信仰の強化にあった。しかし、次第に国家と教
会とが結託し、異教徒である先住民の改宗というかたちをとった植民地支配が展開される










                                                   
227 Kuykendall, vol.2, 90.  
228 Kuykendall, vol.2, 90. 1860 年代までに、オーストラリアをはじめとするイギリス植民地では、国家
と教会との分離がほぼ達成されていた。これは、非キリスト教の先住民に慎重な配慮を示すことで、植
民地政府がより受け入れられやすくするための「中立性の原則」を基盤としたものであった。アンドリ
ュー・ポーター「帝国と世界」『オックスフォード  ブリテン諸島の歴史  第 9 巻 19 世紀 1815 年〜1901
年』コリン・マシュー編、君塚直隆監訳、慶應義塾大学出版会、2009 年、203 頁。  
229 Semes, 118-19. 
230 塚田理『イングランドの宗教―アングリカニズムの歴史とその特質』教文館、 2004 年、363-67 頁。 
231 ポーター、202-03 頁。  































アンダーソン・ライマンは 1863 年にハワイを視察したさい、HEA の牧師の大半がアメリ
カ人によって占められている現状を目の当たりにし、一刻も早くハワイアンの牧師を養成
するよう HEA にもとめた 236。教会組織が宣教師から現地人の手に確実に継承されていな
                                                   




235 Thomas Nettleship Staley, Five Years’ Church Work in the Kingdom of Hawaii  (London, Oxford and 
Cambridge: Rivingstons, 1868), 14.  





























                                                                                                                                                                    
Planters in Hawai‘i 1864-1970,” Hawaiian Journal of History  37 (2003): 67. 
237 Putney, 68. 
238 たとえば、アメリカンボードのルーファス・アンダーソンは 1860 年 9 月、「アメリカンボードは赤
道以北の島々で宣教活動を行っているのだから、英国国教会の宣教地域は赤道以南であるべきだ」と主
張し、英国国教会のハワイでの布教活動を牽制しようと努めていた。Kuykendall, Vol.2, 93. 
239 Semes, “Hawaii’s Holy War,” 121.  
240 Thomas Nettleship Staley,  Pastoral Address, by the Right Reverend the Bishop of Honolulu, Delivered in His  
Church on New Year’s Day, 1865, in Reply to Certain Mis -Statements in a Recent Report of the American Board 
































にはまったくそぐわないのである 244。（傍点は筆者による）  
 
「太陽のもとで笑って暮らす子供たち」というハワイアンの表象は、ステーリーがハワイ
                                                   
241 Rufus Anderson, Hawaiian Islands: Their Progress and Condition under Missionary Labors  (Boston: Gould 
and Lincoln, 1864), 352-53. 
242 Semes, 127.四世の葬儀はこれまでハワイではみられなかったほどの豪華なもので、イギリス王室の
王族が逝去したさいの葬儀に匹敵する規模だったという。  
243 Semes, 126. 































                                                   
245 Daws, Shoal of Time, 159.   
246 Silva, “He Kānāwai”, 43; Norris W. Potter, Lawrence M. Kasdon, and Ann Rayson, History of the Hawaiian 
Kingdom (Honolulu: Bess Press, 2003), 120.  
247 Silva, “He Kānāwai,” 43.  

























































































からなのだ 251。  
                                                   
249 Mark Twain’s Letter , 168. 
250 Mark Twain’s Letter , 170. 


































年から 1863 年の間に新たに 51,000 人の改宗者を得たアメリカンボードの力に及ぶことは
なかった 253。やがて王国の英国国教会にたいする財政援助も期待できない状況となるや、
                                                   
252 Mark Twain’s Letter , 172-73. 














































































































































った 1。  
しかし、1960 年代末からハワイにおいて展開した先住民権利回復運動という大きなうね
りとともに、カラカウアの政策を肯定的に評価する研究が支配的となった。たとえばカラ










                                                   
1 Noenoe K. Silva, Aloha Betrayed: Native Hawaiian Resistance to American Colonialism  (Durham: Duke 
University Press, 2004), 89; Jonathan Kay Kamakawiwo‘ole Osorio,  Dismembering Lāhui: A History of the 
Hawaiian Nation to 1887  (Honolulu: University of Hawai‘i Press, 2002), 169.  
2 Niklaus R. Schweizer, “King Kalākaua: An International Perspective,” The Hawaiian Journal of History 
25(1991): 103-20.  
































                                                   
4 Stacy L. Kamehiro, The Arts of Kingship: Hawaiian Art and National Culture of the Kalākaua Era  (Honolulu: 


























第一節 カラカウア王の政策  
（１）国家内の危機的状況 
 1872 年 12 月 11 日、カメハメハ五世が肺結核で死去したことで、カメハメハの直系は断
絶した。カメハメハ五世は後継者を指名しないまま死去したので 5、憲法の規定にもとづき











国会の投票の結果、満票でルナリロが当選し、1873 年 1 月 8 日、彼は国民の絶大な支持を











                                                   
6 王位の継承については、1864 年憲法で次のように規定されている。  




















Kingdom of Hawai‘i, Constitution of 1864 , Article 22.  
7 国王選挙におけるルナリロの優勢という状況は国会内のみならず、国民の間でも同様であった。国王
選挙の 17 日前の 1872 年 12 月 28 日に実施された国民投票では、圧倒的多数の国民がルナリロを支持し
た。この国民投票では、投票総数 12,581 票のうち 12,530 票がルナリロに投じられた。なお、国王選挙
における国民投票は憲法では義務付けられておらず、情勢把握のため、政府の判断で行われたものであ




9 Lilikalā Kame‘eleihiwa, Native Land and Foreign Desires: Pehea Lā E Pono Ai? (Honolulu: Bishop Museum 
















ことができなかったのである 11。  
















                                                                                                                                                                    
する重要な要素だった」と述べている。また、カメエレヒヴァは、ハワイアンにとって国王の血統はハ
ワイの歴史そのものであり、こうした認識は現在においても根強いと強調する。Kame‘eleihiwa, 19; 








支持をとりつけたのだった。実際、王位に就いたルナリロは 1864 年憲法のなかの 30 の項目を修正する
提案を国会に提出した。ここには、選挙権における財産資格を撤廃し、それまでの両院合同審議制から
各院による個別審議制に回帰する修正案が含まれていた。この憲法修正案は、1874 年 4 月の通常国会で
審議される予定であったが、その２か月前の 1874 年 2 月 3 日、ルナリロが肺結核によって死去したこ
とで、実現に至らなかった。Osorio, 147-48; Kuykendall, vol.2, 246, 262.  
12 Ralph S. Kuykendall, The Hawaiian Kingdom.  vol.3 (Honolulu: University of Hawaii Press, 1965), 3.  
13 Kuykendall, vol.2, 83. 
14 Osorio, 152. 
15 Osorio, 167. 







的打算があった 18。  
国王選挙は 1874 年 2 月 12 日に王国議会で行われ、この結果 39 票を獲得したカラカウア












どっていた。1778 年時点で約 30 万人いたと推定されるハワイアンは、1823 年には 142,050
人へと半減し、カラカウアの即位から４年後の 1878 年には 44,088 人へと激減した 22。つま
                                                   
17 Osorio, 152. 
18 Osorio, 152. なお、アメリカ人勢力のプロパガンダとして機能していたハワイの新聞各紙がカラカウ
アを支援したこともカラカウアの優勢を決定づけた。一方、新聞各紙を敵にまわしたエマ支持派はチラ
シを配布し、プラカードを掲げて歩くなどメディアに依拠しないかたちでの選挙運動を展開した。
Stephen Dando-Collins, Taking Hawaii: How Thirteen Businessmen Overthrew the Hawaiian Monarchy in 1893  
(New York: E-reads, 2012), 33.  
19 Legislative Assembly, Nobles and Representatives of the Hawaiian Kingdom, Who Met in the Extraordinary 
Session on the 12th Day of February A.D.  1874.エマに投票した議員は全員ハワイアンで、白人議員は全員
カラカウアに投票した。  
20 “The Riot”, the Hawaiian Gazette , February 18, 1874. 




のである。なお、政府からの軍隊派遣要請を受けたアメリカ海軍は 150 人の兵士を、イギリス海軍は 70
人の兵士を武装させてホノルル市内へ送った。英米軍による厳戒体制は 8 日間つづき、ようやくエマ派
の反乱は鎮圧されたのであった。Helena G. Allen、Kalkakaua Renaissance King  (Honolulu: Mutual 
Publishing, 1994), 45-46, 54-55; Dando-Collins, 34-35. 





りハワイアン人口は 100 年前と比較して 25 万人あまり、率にして 86 パーセント減少した
のである 23。このようなハワイアン人口の減少はプランテーション労働力の不足という深





























だのである 26。  
                                                   




よって感染拡大を防ぐ方策を講じた。1866 年から 1895 年の間にモロカイ島の療養地には 5,152 人の感
染者が隔離され、このうち 3,793 人が死亡した。犀川一夫、森修一、石井則久『世界ハンセン病疫病史
―ヨーロッパを中心として』皓星社、2012 年、169-75 頁、182-85 頁。  
24 Robert C. Lydecker, comp. Roster Legislatures of Hawaii 1842-1918: Constitutions of Monarchy and 
Republic Speeches of Sovereigns and President  (Honolulu: The Hawaiian Gazette, 1918), 130.  
25 Kuykendall, vol.3, 117.  
26 1890 年の人口統計によれば、この年ハワイ全体の人口は 89,990 人で、このうちハワイアンは 34,436
人、非ハワイアンは 49,368 人であった。非ハワイアンで外国生まれの人々の数は 41,873 人となってお
りこの内訳は、中国人 15,301 人、日本人 12,360 人、ポルトガル人 8,602 人、アメリカ人 1,928 人、ポル


























支配を回避するための外交的戦略として特筆に値する 28。  
この訪日でカラカウアは日本人移民を積極的にハワイに送ってほしいと明治天皇と井上
馨外務卿に懇願した。この要請は現実に 1885 年の日布移民条約の締結に結びつき、これに
よって 1894 年までに合計 29,000 人の日本人「官約移民」がハワイに渡航した 29。さらにカ
ラカウアは個人的に明治天皇に謁見し、ある提案を申し出た。この行動は、カラカウアに
随行した法務大臣ウィリアム・アームストロング（William Armstrong）ら一行の誰にも明
                                                   










てカラカウアを歓迎する準備が整えられたのだった。William N. Armstrong, Around the World with a King 
(New York: Frederick A. Stokes Company, 1904), 30-31 




















が海外に設置した公使館、総領事館、領事館等の数は 90 以上にのぼった 33。これらの公館
は名目上のものであったものの、ハワイの存在を各国に印象づけることに貢献した。1882
年には、最古の国際的組織である万国郵便連合 (the World Postal Union)に加盟することで、
欧米とのコミュニケーションの円滑化が実現し、各国との情報交換がより密に行われるよ
うになった 34。  
 また、海外の公式祝賀行事にハワイ王国として積極的に参加した事実からは、諸国との
友好関係を築こうとする姿勢が読み取れる。1883 年 5 月、ハワイ政府はロシア皇帝アレク
サンドル三世の戴冠式への招待を受け、カラカウアの侍従であったカーティス・ピエフ・
                                                   
30 Armstrong, 62-63. 
31 Armstrong, 63. 




33 このうちイギリスには公使館と 13 の領事館が設置され、アメリカでは公使館のほか 8 か所に領事館
が設置された。このほか、ウィーンやローマといったヨーロッパの主要都市、タヒチの首都などにハワ
イの公館が設置された。Schweizer, 108-09. 




イアウケア（Curtis Pi‘ehu I‘aukea）がハワイ全権大使としてこの戴冠式に出席した 35。また、
1887 年 6 月 21 日にロンドンで開催されたヴィクトリア女王の即位 50 周年記念式典（Golden 
Jubilee）には、カラカウアの妻カピオラニ（Kapi‘olani）王妃とカラカウアの妹リリウオカ
ラニ（Lili‘uokalani）ら５人がハワイの代表として列席した 36。一方、カラカウアは 1883






たり、ハワイ政府は 1880 年に 15,000 ドルの予算を計上したのをはじめとして、1880 年か













                                                   
35 このときロシア側がハワイを招待したのは、この３か月前にカラカウアが自らの戴冠式にロシア皇帝
に招待状を送付していたことによるものである。Schweizer, 112. 
36 Kuykendall, vol.3, 341-42. 






































                                                   
38 Kuykendall, vol.2, 248.アメリカ政府によるこの調査は、ハワイでの保養・観光を装ったものであった。
スコフィールドのハワイ派遣が真珠湾の調査を目的としていたことが明らかになったのは、それから約
20 年後のことであった。  















の、基本的にハワイの領土の譲渡には反対の姿勢を示していた。彼は、1874 年 4 月 30 日
の通常国会初日に次のように述べている。  























                                                   
40 Edmund Janes Carpenter, America in Hawaii: A History of United States Influence in the Hawaiian Islands  
(Boston: Small, Maynard & Company, 1899), 146-47. 
41 Kuykendall, vol.2, 249-54. 
42 Kuykendall, vol.2, 255.  




ことができると考えています 44。（傍点は筆者による）  




力的支配を回避しようとする意図が読み取れる。互恵条約交渉の結果、条約は 1875 年 6



























イアンは領土特権条項がハワイの独立を脅かすことになるとして激しく反発した 48。  
互恵条約の締結によって、1875 年時点で約 25 万トンだったハワイ産砂糖の輸出量は、
                                                   
44 The Hawaiian Gazette , November 18, 1874. 
45 Charles I. Bevans, comp., Treaties and Other International Agreements of the United States of America 
1776-1949, vol.8 (Washington, D.C.: Department of State Publication, 1971), 876. 
46 Daws, 203. 
47 Hawaiian Gazette , August 30, 1876. この記事では、互恵条約がハワイ経済の再生につながるとの期待
感が示されると同時に、今後ますます必要となるであろうプランテーション労働力を確保するため、「白
人」移民の導入が必要であるとの意見が表明された。  































                                                   
49 Kuykendall, vol.3, 47. 
50 Martha Warren Beckwith, Hawaiian Mythology  (Honolulu: University of Hawaii Press, 1970), 138.  
51 矢口祐人「ハワイ先住民にとっての真珠湾」『入門ハワイ・真珠湾の記憶―もうひとつのハワイガイ
ド』矢口祐人、森茂岳雄、中山京子編著、明石書店、2007 年、14 頁。  



















の財政難は深刻化することとなり、ハワイ政府の債務は 1882 年からの 10 年間で 10 倍以上





                                                   
53 Jacob Adler, “The Politica l Debut of Walter Murray Gibson,” The Hawaiian Journal of History , 18 (1984): 
96-99.ギブソンは 1861 年、モルモン教の布教のためハワイを訪れたアメリカ人であったが、教団資金の
横領というスキャンダルによって教団から追放された。その後ギブソンは 1872 年にホノルルで新聞『ヌ
ホア』（Nuhoa）紙を発刊し、1878 年には代議院議員に当選した。  








56 Kuykendall, Vol.3, 200-01. 
57 ハワイ政府の国家債務は 1882 年では 299,200 ドルだったが、その額は年々肥大化し、1892 年には
3,217,161 ドルへと膨れ上がった。Papers and Documents Related to the Hawaiian Islands Comprised in Senate 
Executive Documents No.45, No.57, No.76, and No.77, Fifty-Second Congress Session (Washington  D.C.: 







その組織とは 1887 年、ロリン・A・サーストン（Lorrin Andrews Thurston）とサンフォ
ード・ドール（Sanford Dole）が中心となって結成した秘密結社「ハワイアンリーグ」
（Hawaiian League）であった 59。以下ではまずこの二人の人物の略歴をみてみよう。  





った 62。さらに 1884 年以降はハワイの有力紙『デイリー・ブルティン』紙の編集者として、
カラカウアの政策を批判する論説を執筆した 63。サーストンの記事はかねてから王国の政
策に不満を抱いていた白人の感情に訴えたため、サーストンはハワイを変革する人物とし
て注目を集めるようになった。その結果、サーストンは 1886 年に改革党（Reform Party）








                                                   
58 Sanford B. Dole, Memoirs of the Hawaiian Revolution , ed. Andrew Farrell (Honolulu: Advertiser Publishing, 
1936), 45-46. 
59 Osorio, 235-36; Daws, 242; Dando-Collins, 41. 
60 Osorio, 228; Daws, 242. 
61 Andrew Farrell ed., Writings of Lorrin A. Thurston (Honolulu: Advertiser Publishing, 1936), 56-57. 
62 Dando-Collins, 41.サーストンはハレアカラ農場 (Haleakala Ranch Company)を経営する一方、ハワイア
ン果物加工会社（Hawaiian Fruit Packing Company）や、プランテーション、ホテルなどの経営に携わっ
た。  
63 Dando-Collins, 41. 








ものを感じさせる茶色の瞳は、優しさと揺るぎない精神をはっきりと表している 65。  
 
サーストンよりも 14 歳年長のドールは宣教師ダニエル・バラッド・ドール（Daniel Ballad 
Dole）の息子で宣教師第二世代にあたる。ハワイで生まれ育ったドールは 1866 年にマサチ
ューセッツのウィリアムズ・カレッジ（Williams College）で 1 年間学んだ後、１年間ボス
トンの法律事務所で法律を学び、ハワイに帰国後も法律の勉強をつづけた。そして、1884
年と 1886 年の代議院議員選挙で改革党から出馬し、当選した 66。  


























                                                   
65 Thurston, “A Sketch of Sanford Ballad Dole to 1887,” in Dole’s Memoirs of the Hawaiian Revolution , 9. 
66 Thurston, “A Sketch,” 13-14. 








画は実現されなかった 69。  








28 日に内閣の解散を決定したからである 70。  
 こうしたカラカウアの対応を受けて態度を軟化させたリーグは、新憲法の公布と引き換
えにカラカウアの王位存続を認めることにしたのであった。  





はいいました。「撃たないでくれ。降参だ。（ I’ll come down!）」その黒人とはカラカウ
アです。そして、この集会は銃なのです！ 72 
 
                                                   
68 Dando-Collins, 42-43.ホノルル・ライフルズは、1884 年にカラカウアが公認した自警団である。隊長
のヴォルニー・V・アッシュフォード (Volney V. Ashford)はイギリス人の軍人で、カナダとアメリカの軍
隊に所属した経験を有していた。アッシュフォードもまたハワイアンリーグの方針に共鳴していたこと
から、ホノルル・ライフルズとリーグとの連携体制が確立した。  
69 Dando-Collins, 43, 45. 結局ドールはサーストンらのラディカルな方針に反発を示し、ハワイアンリー
グを脱退した。  
70 Dando-Collins, 46. なお、内閣の解散に先立ち、ギブソンは自らの責任をとるかたちで首相を辞職し
た。  
71 Dando-Collins, 46-47. 
72 Lorrin A. Thurston, Memoirs of the Hawaiian Revolution , ed. Andres Farrell (Honolulu: Advertiser 








カウアは即座にすべてに同意する旨を回答したのだった 73。  
 こうして、翌 7 月 1 日にカラカウアはリーグの要求案に署名し、この日の午後にはリー
グの意向に沿った新内閣が組織された。リーグのメンバーであったイギリス人のウィリア
ム・グリーン（William Green）貴族院議員が首相と財務大臣に就任し、サーストンは内務















また国民によって公式に権限を付与された代表者として、 1864 年 8 月 20 日にカメハ
メハ五世によって公布された憲法を廃止し、ここにこの憲法を公布することを宣言す







ものにする内容となっていた。以下では、1887 年憲法の特徴を 1864 年憲法と比較しなが
                                                   
73 Dando-Collins, 50-51. 





 1887 年憲法のもっとも大きな特徴は王権の大幅な縮小にあった。1864 年憲法では、国王
が拒否権を発動した場合、当該法案はただちに廃案となることが規定されていたが、1887
年憲法では、議会の 3 分の２以上の再可決が得られれば国王の拒否権を乗り越えられるこ
とになった 75。また、1864 年憲法で認められていた国王の大臣罷免権は事実上剥奪された 76。
さらに 1864 年憲法が規定していた国王の権限を保護する内容の条項はすべて削除された 77。 
 1887 年憲法のもうひとつの大きな特徴は選挙制度の変更にみられる。同憲法はこれまで
国王の指名制・世襲制としていた貴族院議員を選挙による選出制とした 78。このことは、
                                                   







。 (傍点は筆者による ) Kingdom of Hawai‘i Constitution of 1864 , Article 49.  
 












。 [中略 ] 法案が国王に提出されて、 10 日以内（日曜日を
のぞく）に国王から差し戻されなければ、国王が署名したとみなされ、法案が成立する。ただし、議会
の休会によって国王から法案の撤回を受け付けられない場合は、法案は成立しない。 (傍点は筆者によ
る )Kingdom of Hawai‘i Constitution of 1887 , Article 48. 
 
76   ＜1864 年憲法第 42 条＞  
内閣は王国の外務大臣、内務大臣、財務大臣、法務大臣で組織される。これらの大臣は王国の行政にお
いて国王の特別な助言者である。彼らは職務上、枢密院に属するものとする。また彼らは国王によって




臣は署名によって国王の行為に責任を負うものとする。（傍点は筆者による）Kingdom of Hawai‘i 
Constitution of 1864 , Article 42.  
 






















大臣は署名によって国王の行為に責任を負うものとする。（傍点は筆者による）Kingdom of Hawai‘i 
Constitution of 1887 , Article 41. 
77 たとえば、1864 年憲法に挿入されていた「王および王家を保護する目的であれば、市民の言論や出
版が制限され得る」という内容の条項や、「王国は国王のものである」「国王の私有地とそのほかの財産
は不可侵である」といった文言は 1887 年憲法では削除された。Kingdom of Hawai‘i Constitution of 1864 , 
Article 3, 34, 39.; Kingdom of Hawai‘i Constitution of 1887 , Article 3, 34,  
78 Kingdom of Hawai‘i Constitution of 1864 , Article 57, 58.なお、1887 年憲法における貴族院議員の被選挙
権条項は以下のとおりである。  
 
貴族院議員は国王の臣民で、 25 歳に達しており、王国に 3 年以上居住しており、かつ王国内に抵当を
除き 3000 ドル以上の課税対象となる財産を所有するか、１年につき 600 ドル以上の収入があることを























































                                                   

















なる 82。  
1884 年の記録によれば、ハワイに住む中国人と日本人の総計は白人人口 14,879 人を上






さらに 1887 年憲法は有権者の範囲を狭めるために以下の条項を定めた。  
 











                                                   
80 Kingdom of Hawai‘i Constitution of 1887 , Article 62. 
81 Dando-Collins, 50. 
82 Constitution of the Republic of Hawaii , Article 74, 76, 101.  
































































のであった。1887 年 11 月 29 日に批准された互恵条約には次の条項が挿入された。  
 




















                                                   
84 Kingdom of Hawai‘i Constitution of 1887 , Article 73. 
85 Kingdom of Hawai‘i Constitution of 1864 , Article 62.  




























                                                   
87 Daws, 252. 
88 Dando-Collins, 79. 国家改革党は、1887 年憲法制定以前の体制への回帰を目指す王権派ハワイアンの
組織「フイ・カライアイナ」(Hui Kalaiaina)と、白人労働者の組織「職工・労働者政的権利保護組合」（The 
Mechanics’ and Workingmen’s Political Protective Union）とが合併してできた組織である。後者は白人労





89 Dando-Collins, 80. 
























                                                   












究における共同体分類―」『くにたち人類学研究』一橋大学、4（2009 年）、5-6 頁。  















































                                                   
95 Smith, National Identity , 13. 
96 Smith, National Identity , 161. スミスは民族への帰属意識において重要なのは虚構の出自による「超家
族」であると主張する。「超家族」とは、ひとつの民族が祖先と系譜にかんする神話的紐帯によって結
び付けられた、ひとつの巨大な「家族」を構成していることを意味し、こうした出自の神話こそがエス






が用いられる 98。  
カラカウアの伝統文化復興運動はまさにこのエスノヒストリーを利用したハワイアンの
ナショナル・アイデンティティ確立の試みであった。その試みのひとつが 1880 年カラカウ
アによって設立されたハワイアン首長系図編纂委員会（Papa Kū‘auhau Ali‘i Hawai‘i, Board 


















                                                   
97 Smith, National Identity , 164. 
98 Smith, National Identity , 162. 儀式や式典とは、具体的にはパレード、追悼式典、記念式典、戦没者記
念碑、宣誓、貨幣、旗、英雄への称賛、歴史的出来事の記録などを指す。  
99 Silva, 94. 
100 Silva, 94. 同委員会はこのほか支配者階級の遺骨収集・安置活動や古代ハワイにおいて神聖視されて
いたイプ（ ipu、ひょうたん）の発掘・保存活動も展開した。  
101 Silva, 97. 
102 Silva, 95-96.  
103 Silva, 102-03. 
104 Silva, 103. 








さらに、カラカウア自身は『ハワイの伝説と神話』（The Legends and  Myths of Hawaii）
という書物を英語で執筆し、1888 年にニューヨークで出版した。同書は当時衰退の一途を
たどっていたハワイアンの活力の再生を企図し、国王自らが実践した文化復興運動であっ






ものだった 109。像はアメリカ人彫刻家トーマス・リッジウェイ・グールド（Thomas Ridgeway 
Gould）によって作製され、完成を祝う除幕式は 1883 年 2 月の戴冠式に行われた 110。こう




素となる。Smith, National Identity , 22. 
107 Anthony D. Smith, The Ethnic Origins of Nations (Oxford: UK, Basil Blackwell, 1987), 52. 血統回復運動
は 11 世紀から 12 世紀にかけてノルマンの諸公が自らの系図を神話にさかのぼって記録することによっ
て、支配者としての権威を正統化した例などにもみられる。  
108 Introduction to the New Edition by Terence Barrow in David Kalakaua, The Legends and Myths of Hawaii: 
The Fables and Folk-Lore of a Strange People , Hon. R. M. Daggett, eds. (1888; repr., Rutland, Vermont, and 
Tokyo: Charles E. Tuttle Company, 1978), 3.1888 年の出版のさい、同書の編集を行ったアメリカのハワイ
弁理公使（minister resident）のダゲット（Rollin M. Daggett）は、同書に 54 ページに及ぶ序章を付した。
ダゲットは、豪奢な行事に莫大な国家予算が投じられている点を批判するなど、カラカウアの政策にた
いし反発を示していた人物であった。ダゲットは序章の最後の部分で次のように述べている。  




努力がない限り、今後政治においても偉大なアメリカ共和国（ great American Republic）のシステムへと
組み込まれていくことだろう。  
 





リカ人は消滅しつつあるハワイの文化にロマン性をみいだしていたのである。Kuykendall, vol.3, 92,  
266-67; R. M. Daggett’s Introduction in David Kalakaua, The Legends , 64-65. 




















 カラカウアはフラを「ハワイアンの鼓動」（”the heartbeat of the Hawaiian people”）と表現
した 113。フラは系譜を讃えることで先祖と自分たちとの紐帯を強調し、伝説や神話を伝え
                                                                                                                                                                    
ドはレプリカをハワイに送ることとなった。この事故のためハワイ政府は予算を大きく上回る経費を負
担することとなり、大王像建立にあたっては、当初の予算 10,000 ドルを上回る 13,000 ドルあまりを負
担することとなった。Kuykendall, vol.2, 63-64; Pacific Commercial Advertiser , November 9, 1878. 
111 Hawaii State Archive, “Kamehameha Statue.”  
112 Smith, National Identity , 163. 
113 Amy Ku‘uleialoha Stillman, “Hā, Mana, Leo (Breath, Spirit, Voice): Kanaka Maoli Empowerment through 







情熱を注いだのだった。カラカウアによるフラの復興は 1883 年の戴冠式と 1886 年の生誕
50 周年記念式典のなかで実現された。以下では、このふたつの式典において披露された伝
統的フラが意味するものを考察する。  

































                                                   
114 Kamehiro, 29. 
115 Kingdom of Hawaii, Compiled Laws , 1883, 651-52. 同法の文言は次のとおりである。  






































内の白人を牽制するためでもあった 118。  
戴冠式は 1883 年 2 月 12 日に行われ、この日は国民の祝日に指定された。カラカウアは
戴冠式の招待状を世界中の君主や首脳にたいし送付したが、招待を受けたほとんどの国は
ハワイに駐在する大使や公使を列席させた 119。式典にはこのほか、ハワイの首長階級、国
会議員、政府職員、ホノルルにある 20 校の学校の生徒、一般の国民のあわせて 7,000 人以
上が列席した。戴冠の式典会場となったのはイオラニ宮殿の中庭に建設された別棟の前庭
                                                   
117 Liliuokalani, Hawaii’s Story  (1898; repr., Honolulu: Mutual Publishing, 2006), 104 -05. 







Levitt H. Hallock, Hawaii under King Kalakaua  (Portland, Maine: Smith & Sale Publishers, 1911), 44.   


















火大会、ボートレース、舞踏会が行われ、2 月 24 日の夜にはフラの催しが行われた。催し
では 7 人のクムフラ（フラの師匠）に率いられた約 50 人の踊り手が 260 曲にもおよぶフラ
やオリを披露した 123。第三節で詳述するように、ここでは新たなフラ「フラ・クイ」も披
露されたが、その大半は火山の女神ペレを讃えるフラやペレの妹ヒイアカの伝説を語るフ





たとえば、1883 年 3 月 3 日付の『サタデープレス』紙は「フラ（The Hulas）」という見出
しの記事を掲載しているが、それはフラの内容にはいっさい言及せず、フラの見物客が酒
を飲んで暴れていたことを問題視したものだった 126。同日付けの『パシフィック・アドバ
                                                   
120 Pacific Commercial Advertiser , February 17, 1883. 
121 Pacific Commercial Advertiser , February 17, 1883; Kamehiro, 36-42. 
122 Pacific Commercial Advertiser , February 17, 1883. 
123 List of Hula at the Coronation of King Kalakaua, quoted in Drothy B. Barrère, Mary Kawena Pukui, and 
Kelly Marion, Hula: Historical Perspectives (Honolulu: Bishop Museum, 1980), 133-39; Jerry Hopkins and 
Rebecca Kamili‘ia Erikson, The Hula  (Honolulu: Bess Press, 2011), 45.  
124 List of Hula at the Coronation. 
125 Pacific Commercial Advertiser , February 26, 1883. 






























































                                                   






























                                                   
128 Kukoa , March 3, 1883. 
129 List of Hula at the Coronation; Amy Ku‘uleialoha Stillman, Sacred Hula: The His torical Hula ‘Āla‘apapa  
(Honolulu: Bishop Museum Press, 1998), 28. 戴冠式でのフラのプログラム上で、フラ・マイに相当すると
みられる曲は次のとおりである。“Ko mai kiliopu”、 “Ko mai hoolala-hu”、 “Ko mai Kilikili”、 “Aia ko mai 
ka nuku I Nuuanu”、 “He mai” “O Kalauae ka Mai”  
130 Pacific Commercial Advertiser , March 10, 1883.なお、公的ニューサンスとは、公共一般に共通の権利
にたいする不当な妨害をいう。たとえば、騒音、振動、悪臭などによって、不特定多数の人の生活上の
権利・利益を侵害あるいは妨害することを指す。  
131 Silva, 109. 





ングを積極的に行ったことである 133。他方、二人を告発したキャッスルは 1887 年憲法の
公布をカラカウアに強制した「ハワイアンリーグ」の幹部であり、1893 年にハワイ王国を
























                                                   
133 Silva, 109-10. 
134 Kuykendall, vol.3, 587; Osorio, 235-237. 
135 List of Hula at the Coronation.  
136 Jennifer Fish Kashay, “From ‘Kapus’ to Christianity: The Disestablishment of the Hawaiian Religion and 






戴冠式から３年後の 1886 年 11 月 16 日、カラカウアの生誕 50 周年記念式典（以下「ジ
ュビリー」と表記）が開催された 137。ここで披露されたフラは演出方法に工夫が施され、
ハワイの歴史との結びつきを強調するものであった。のべ 7 日間にわたって開催された式
典行事のなかでは、パレード、祝宴、歴史劇の上演においてフラが披露された 138。  
















                                                   









138 The Hawaiian Gazette , November 16, 1886; Silva, 112-13. 
139 Ka Nupepa Kuokoa , November 27,1886; Silva, 113-14.『クオコア』紙の内容については、シルバによる
英語訳を参照した。  
140 Pacific Commercial Advertiser , November 22, 1886. 








11 月 23 日には祝宴が開催され、ここでもフラが披露された。以下の写真は、11 月 23
日の祝宴のさいのフラの様子である。  
 










                                                   
142 Hawai‘i State Archives.  
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イオラニ宮殿は 1844 年にオアフ島知事マタイオ・ケクウーアナオーア（ Mataio 
Kekūanaō‘a）によって建設された庁舎を、カラカウアの命によって改築したもので 1882 年
に完成した 147。宮殿の設計にはトーマス・J・ベイカー（Thomas J. Baker）やチャールズ・
J・ウォール（Charles J. Wall）らの欧米人が携わり、細部に至るまでカラカウアの意向を






入しようとしたかがうかがい知れる 150。こうした贅をつくした宮殿建築には総額 30 万ド
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 Saturday Press , May 13, 1882. なおこの新聞記事は、イオラニ宮殿の建設に 30 万ドル以上の国費が投



















ラカウアが作詞を担当し、ロイヤル・ハワイアン・バンド (Royal Hawaiian Band)のドイツ
人指揮者ヘンリー・バーガー（Henry Berger）がメロディを付したものだった 153。この曲
の原題は「カメハメハ一世の賛美歌」(“Hymn of Kamehameha Ⅰ”）であった 154。「ハワイ・
ポノイ」の歌詞は以下のとおりである。  
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中央公論社、1997 年、24 頁、83-84 頁。  
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らくはその名称が固定せず、「タロイモ畑の弦楽器」(taro patch fiddle)などと呼ばれていた 158。


























なったことにもとめられる 161。  
ただし、ウクレレがハワイに普及した最大の要因はカラカウアがウクレレのパトロンと
なったことにあった。ポルトガルからの移民でウクレレの名手であったホアオ・フェルナ
ンデス（Joao Fernandes）やホアオ・ルイス・コレア（Joao Luis Correa）、およびウクレレ
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 Jim Tranquada and John Young, The Ukulele: A History  (Honolulu: University of Hawai‘i Press, 2012) , 40.  
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 1883 年の戴冠式で披露された 262 曲のフラのうち、約 30 曲は「フラ・クイ」と呼ばれ
る新たなスタイルのフラであった。「フラ・クイ」（“hula ku‘i”）の  “ku‘i”は「新旧を結合
する」という意味で、従来のハワイ語の歌詞を伴うフラに、西洋的旋律を付したものを指
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1886 年、カラカウアは庶民階級に属する 20 歳以下の女性 8 人からなるフラのグループ
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カラカウアが 1886 年の生誕 50 周年記念式典「ジュビリー」の入念な準備をはじめ
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 Imada, Aloha America , 40. ハワイアンとアイルランド人の血をひく彼女はハワイアンの養母カパフ
に育てられた。父親は 1855 年 9 月にハワイに移民したジョン・H・マコルガンという人物であった。彼
はハワイにはじめてミシンを持ち込み、その功績を買われてハワイ国王の仕立て職人となった。  
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国王は喜んだ様子で私と握手すると二人の砂糖プランターとおしゃべりをはじめた。
訪れていた人のなかにはアメリカの戦艦司令官もいた。ボートハウスの壁にはヨーロ
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いる 197。また、ハワイがアメリカに併合された 1898 年にハワイの魅力を紹介する書籍を
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ボートハウスでフラが踊られていたのは 1886 年から 1891 年までとみられる。前述した








魅力的で、もろい、まさに理想の太洋世界」と捉えていたと述べている。Bernard Smith, Imaging the Pacific: 
In the Wake of the Cook Voyages (New Haven and London: Yale University Press, 1992), 210.   
200











1891 年 1 月 20 日、静養のためサンフランシスコに滞在していたカラカウアは脳卒中で










たマッキンレー関税法によって一変した。周知のように、大関税論争（ Great Tariff 






                                                   
201 Dando-Collins, 46. 
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203 カラカウアは即位直後に、実弟のウィリアム・ピット・レルオホク（William Pit Leluohoku）を王位
継承者として指名していた。しかし、レルオホクは 1877 年に死去したため、あらためてリリウオカラ
ニが王位継承者として指名されていた。  






















らである 209。以下ではこの政変劇を追跡しよう。  
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との声明を発表した 211。  
ところで、このときリリウオカラニが発布しようとした新憲法はカメハメハ五世が制定











名を変更し 214、翌 15 日に大規模な集会を開催した。ここで委員会は「暫定政府」の樹立
を当面の目標とすることを確認した 215。16 日には公安委員会の要請を受けたハワイのアメ
リカ公使ジョン・L・スティーヴンス（John L. Stevens）が在地アメリカ人の安全確保を名
目にアメリカ軍に上陸を要請した 216。これによって 162 人のアメリカ人武装兵士が政府庁
舎アリイオラニハレ近くで待機した 217。アメリカ軍による包囲網が張り巡らされるなか、
17 日、公安委員会はサンフォード・ドールを首相とする暫定政府の樹立を一方的に宣言し




                                                   
211
 Kuykendall, vol.3, 583.  
212
 Kuykendall, vol.3, 583-85. 
213
 Kuykendall, vol.3, 532-533, 585-87. 
214
 Kuykendall, vol.3, 587. 公安委員会のメンバーには、クーパー（H. E. Cooper）を含む 4 人のアメリカ
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216
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とする抗議声明を発表した 223。  
暫定政府は 1894 年 7 月４日、ハワイ共和国の樹立を宣言し、新憲法を発布した 224。こ
の共和国憲法はサンフォード・ドールを大統領と定め、その任期を 1900 年 9 月までとした
225。また国会は上院（House of Senate）と下院（House of Representatives）からなり、それ
                                                   
222
 President’s Message Relating to the Hawaiian Islands, December 18, 1893 in House of Representatives, 
Foreign Relations of the United States 1894: Affairs in Hawaii  (Washington: Government Printing Office, 1895), 
455-56. 
223
 Silva, 170. 
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 ハワイ王国転覆劇の最後を飾ったのは 1895年 1月に発生したウィルコックスら王権派ハ
ワイアンによるクーデター未遂事件であった。このクーデターはリリウオカラニの復位を
もとめて計画されたものであったが、これを事前に察知した共和国政府はリリウオカラニ
                                                   
226
 Constitution of the Republic of Hawaii , 1894, Article 54, 57.  
227
 Constitution of the Republic of Hawaii , 1894, Article 74, 75.  
228
 Constitution of the Republic of Hawaii , 1894, Article 17, Section 2.  
229
 Constitution of the Republic of Hawaii , 1894, Article 3. 









T・モーガンの膨張論と人種統治政策を中心として―」『駿台史学』121 号、2004 年、49-50 頁；William 
Michael Morgan, Pacific Gibraltar: US-Japanese Rivalry over Annexation of Hawai‘i, 1885 -1898 (Annapolis: 
Naval Institute Press, 2011), 122.  






したのであった 232。また、この事件に関与したとして約 200 人のハワイアンが１年から 35
年の懲役と 5000 ドルから１万ドルの罰金刑を課せられた 233。さらに共和国は 1896 年、「す
べての公立、私立の学校の教育において英語を主要言語とする」法律を制定し、ハワイ語
の追放を推進したのであった 234。  
 このように共和国政府によるハワイアンへの徹底的な弾圧が行われる一方で、アメリカ
では 1896 年 11 月に共和党のウィリアム・マッキンリーが大統領に選出されると、ハワイ
併合への動きが加速化した。彼は共和国政府のサーストンらと会談を重ね、1897 年 6 月に
ハワイ共和国の代表と併合条約案に調印した 235。  
 こうしたアメリカの動きにたいし、ハワイアンは大規模な併合反対運動を展開した。1897
年 12 月、ハワイアンの代表 4 人がワシントン D.C.へ赴き、マッキンリーと連邦議会に請
願書を提出した 236。併合に反対するこの請願書にはハワイアンの様々な政治団体がハワイ




を支持する上院議員は 58 人から 46 人に減少したため、併合が回避される可能性はまだわ
ずかに残されているかのように思われた 238。  
 ところが米西戦争を契機として併合をめぐる状況は一変した。1898 年 2 月、キューバ沖
でアメリカ軍の戦艦メーン号爆発事故が発生したことを契機にアメリカ合衆国はスペイン
に宣戦を布告した。ここで、給炭港としてのハワイの重要性が認識されるようになったの




                                                   
232 Daws, 283. 
233 Daws, 283. 
234 Republic of Hawaii, Session Laws 1896 , 189. 
235 Silva, 145-46. 
236 Silva, 158. 
237 Silva, 151. 
238 Silva, 158-59. 
239 Silva, 160. 










イ王国の実質的支配権を自らの手中へと収めていった。   
たしかにオソリオが指摘するように、アメリカ人による支配はカラカウア統治期の 1887











 カラカウアが 1891 年に死去したのちも、ジェニーはクムフラの指導のもと伝統的フラの
訓練に励んだという 242。そんなジェニーに渡米の話が持ち上がったのは、ジェニーの卓越
した技量に注目したハリー・W・フォスター（Harry W. Foster）という名のアメリカ人宝石
商が 1892 年にフラのアメリカ公演への参加を提案したときであった 243。フォスターはフ
ラをアメリカで売り出せばかなりの利益が見込めると期待したのである 244。こうしてジェ
                                                   
241 オソリオは、1887 年憲法が王権を崩壊させたうえ国民と国家の定義そのものを変容させたと述べて
いる。Osorio, 193. 
242 Sereno, 159. ジェニーの指導にあたったクムフラはカウアイ島のナマエルア（Nama elua）であった。
彼はカラカウア統治期に宮廷でのフラ指導者としてホノルルに招聘された。  











なったのである 245。  
 この公演旅行の最大の目的は同年 5 月に開催されることになっていたシカゴ万博でフラ
を披露することにあったが、サンフランシスコに到着した一座は当地のホテルでリハーサ
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 Imada, Aloha America , 59. カヌクとカフクは楽器の伴奏とチャントを担当する役割が与えられた。彼
らもカラカウアの宮廷でフラを踊っていたとみられるが、詳細は明らかになっていない。  
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周知のように、1893 年 5 月 1 日に開幕したシカゴ万国博覧会（ the Chicago World Fair）
はコロンブスの新世界「発見」400 周年を記念するとともに、アメリカの国家繁栄を世界
に誇示する催しとして企画された 248。半年にわたる開催期間には、2,700 万人を超える入
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（Sam T. Jack）に雇用され、ワシントン D.C.のシアターで行われていた「クレオールショ
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